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選
択
集
通
津
録
講
読

・
著
者
：
慧
雲(

1730-1782
)

深
諦
院

解
題
：
本
書
は
玄
談
に
自
叙
す
る
如
く
、
安
永
己
亥
（
師
時
に
五
十
歳
）
の
夏
、
通
津

専
徳
寺
に
講
演
せ
る
筆
録
な
り
。
通
津
の
題
名
即
ち
茲
に
取
る
か
。
玄
談
の
終
わ
り
に

末
疏
を
叙
し
て
西
山
派
に
八
部
、
鎭
西
派
に
八
部
、
今
家
に
五
部
を
掲
ぐ
。
即
ち
是
等

の
諸
註
を
咀
嚼
し
、
正
す
に
日
渓
（
法
霖(

1693-1741
)

）
昨
夢
（
僧
樸(

1719-1762
)

）
二

師
の
宗
学
を
以
っ
て
す
。
特
に
玄
談
の
一
篇
は
文
義
優
麗
、
他
人
の
企
及
す
べ
か
ら
ざ

る
特
色
を
存
す
。

（
メ
モ
）

・
安
永
己
亥
：
安
永
八
年(

1779
)

。

※
専
徳
寺
住
職
は
六
世
超
応
。
天
明
二
年
（1782
）
に
本
堂
上
棟
（
超
応

歳
）

75

・
末
疏
：
西
山
派
八
部
、
鎭
西
派
八
部
、
真
宗
五
部
を
「
法
霖(

1693-1741
)

」
と
昨
夢
（
僧

樸(
1719-1762

)

）
二
師
の
宗
学
で
正
す
。

・
底
本
：
仏
大

・
参
照
：
六
条
法
光
寺
本
（
法
本
）
（
京
都
市
下
京
区
東
松
屋
町

か
）

840
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選
択
集
通
津
録
巻
四

九
に
四
修
章
に
三
。
初
に
標
章
。
二
に
引
文
。
三
に
私
釈
。
今
は
初

念
仏
行
者
止

修
法
之
文

（
【9

】

念
仏
の
行
者
四
修
の
法
を
行
用
す
べ
き
文
。
）

今
章
の
来
意
、
上
に
准
じ
て
二
義
。
も
し
文
に
約
せ
ば
、
『
観
経
』
六
文
中
の
第
三
な

り
。問

う
。
不
審
な
り
。
四
修
の
出
、
何
の
文
に
在
る
や
。

答
う
。
文
は
礼
讃
に
出
づ
。
義
は
三
心
を
摂
す
。
疏
に
「
三
心
す
で
に
具
す
れ
ば
、
行

と
し
て
成
ぜ
ざ
る
は
な
し
」
（
註
釈
版
七
祖
篇
四
七
〇
）
と
云
う
。

問
う
。
も
し
し
か
ら
ば
何
ぞ
五
念
を
欠
く
や
。

答
う
。
初
後
の
二
を
挙
げ
摂
し
て
口
一
な
る
が
故
に
（
？
）
。
ま
た
可
し
。
対
絶
旨
殊

な
る
が
故
に
。
ま
た
可
し
。
二
行
章
中
の
義
准
じ
て
知
る
べ
し
。

も
し
義
に
約
さ
ば
、
承
に
近
遠
あ
り
。
そ
の
近
き
承
と
は
、
次
上
の
三
心
。
お
の
ず
か

ら
五
念
四
修
等
の
義
を
具
す
る
が
故
に
、
こ
の
章
来
る
。
五
念
を
略
さ
ば
次
上
の
釈
の
ご

と
し
。
そ
の
遠
き
承
と
は
、
第
三
章
を
承
く
。
文
に
云
わ
ず
か
。
念
仏
行
者
の
行
用
の
四

修
、
す
な
わ
ち
助
顕
な
り
。

「
四
修
章
」
と
は
、
あ
る
い
は
（
決
疑
）
「
四
修
法
篇
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
大
綱
）

「
行
用
四
修
篇
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
鵜
木
私
集
要
義
聞
香
）
「
四
修
章
」
と
云
う
。

今
は
ま
た
こ
れ
に
同
じ
。

二
に
引
文
に
二
。
初
に
礼
讃
、
二
に
要
決
。
初
の
礼
讃
に
二
。
初
に
標
、
二
に
釈
。

今
は
初
。

善
導
往
生
止

行
四
修
法

（

善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
に
い
は
く
、
「
ま
た
四
修
の
法
を
勧
行
す
。
）

「
善
導
」
と
は
、
上
の
ご
と
し
。

「
往
生
礼
讃
」
と
は
、
前
序
文
な
り
。

「
四
修
の
法
」
と
は
、
倶
舎
二
十
七
に
云
く
、
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一
に
無
余
修
。
福
徳
・
智[

477a
]

慧
の
資
糧
修
し
て
遣
す
こ
と
な
き
が
故
に
。
二

に
は
長
時
修
。
三
大
劫
阿
僧
祇
劫
を
経
て
、
修
し
て
倦
む
こ
と
な
き
が
故
に
。
三
に

は
無
間
修
。
精
勤
勇
猛
に
し
て
刹
那
に
廃
す
る
こ
と
な
き
が
故
に
。
四
に
は
尊
重
修
。

所
学
を
恭
敬
し
て
情
を
顧
み
る
所
な
く
修
し
て
慢
な
き
が
故
に
。

（
大
正
二
九
・
一
四
一
中
）
（
参
照

浄
真
全
四
・
一
二
七
二
）

ま
た
摂
論
八
に
云
く
、
「
論
に
云
う
由
は
、
無
量
無
数
百
千
倶
胝
大
劫
中
、
数
々
の
修

習
に
依
る
。
釈
に
曰
く
、
こ
の
文
は
三
慧
具
と
四
種
修
を
顕
す
。
譬
類
を
も
っ
て
知
れ
得

る
べ
か
ら
ず
を
無
量
と
な
す
。
数
を
知
る
べ
か
ら
ず
を
無
数
と
な
す
。
百
億
を
一
倶
胝
と

な
す
。
一
倶
胝
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
千
と
言
う
。
ま
た
一
千
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
百
と
言

う
。
歳
数
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
劫
と
言
う
。
小
数
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
大
と
言
う
。
こ
れ

す
な
わ
ち
長
時
修
と
数
修
習
を
明
か
す
。
す
な
わ
ち
無
間
・
恭
敬
・
無
余
の
三
修
を
顕

す
。
」
と
。

ま
さ
に
知
る
べ
し
、
四
修
の
大
小
通
明
な
り
。
し
か
れ
ば
六
要
六
（
二
）
に
倶
舎
の
文

を
引
き
畢
り
て
云
く
、

こ
の
論
文
、
宗
家
の
釈
義
と
相
違
一
に
あ
ら
ず
。
無
余
修
と
は
、
か
し
こ
は
福
智
の

資
糧
円
満
し
て
遺
余
な
き
義
に
約
す
。
こ
れ
は
一
行
余
を
雑
す
る
こ
と
な
き
義
に
約

す
。
長
時
修
と
は
、
か
し
こ
は
三
大
阿
僧
祇
劫
長
遠
の
義
に
約
し
、
こ
れ
は
一
生
畢

命
の
期
に
約
す
。
何
ぞ
相
違
す
る
か
。

答
、
論
説
し
か
り
と
い
え
ど
も
今
の
修
行
に
就
い
て
随
義
転
用
す
。
す
な
わ
ち
今

の
所
引
（
十
二
紙
右
六
行
）
「
已
勉
と
」
等
は
、
彼
の
論
説
を
顧
み
て
設
く
る
所
の

釈
な
り
。
（
乃
至
）
「
到
彼
」
以
下
は
論
蔵
等
所
説
の
四
修
、
か
の
浄
土
に
お
い
て

自
然
任
運
に
具
足
す
る
益
を
明
か
す
な
り
。

（
浄
真
全
四
・
一
二
七
二
）

今
按
ず
る
に
、
一
論
意
に
依
り
て
菩
薩
の
所
修
お
の
ず
か
ら
三
義
に
通
ず
。
一
は
此
土

所
修
、
二
は
彼
土
所
修
、
三
は
本
願
所
修
。
初
の
二
義
の
ご
と
き
は
な
お
こ
れ
通
途
。
第

三
不
共
。
六
要
の
初
釈
は
初
の
二
義
に
あ
た
る
。
も
し
第
三
に
約
せ
ば
、
初
の
二
所
修
、

も
と[

477b
]

仏
力
所
施
回
向
に
由
が
故
に
、
利
益
天
懸
。
偈
に
「
不
可
思
議
兆
載
劫
漸

次
成
就
五
種
門
」
（
入
出
二
門
偈
、
浄
真
全
二
・
三
一
六
）

と
云
う
は
こ
れ
な
り
。
仏
に
あ
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り
て
は
漸
次
、
生
に
あ
り
て
は
頓
現
な
る
が
故
に
。
知
ら
ず
識
ら
ず
帝
の
則
に
順
じ
て
随

義
転
用
す
。
旨
を
得
て
領
会
す
。

二
に
釈
に
二
。
初
に
徴
問
、
二
に
別
釈
。
今
は
初

何
者
為
四

（
何
者
を
か
四
と
な
す
。
）

徴
問
の
所
以
は
何
。
け
だ
し
そ
の
要
領
を
示
す
の
み
。

二
に
別
釈
に
三
。
初
に
恭
敬
修
、
二
に
無
余
修
、
三
に
無
間
修
。
初
の
恭
敬
修
に
二
。

初
に
正
し
く
恭
敬
を
釈
す
、
二
に
兼
ね
て
長
時
を
釈
す
。
今
は
初
。

一
者
恭
敬
止

名
恭
敬
修

（
一
に
は
恭
敬
修
。
い
は
ゆ
る
か
の
仏
お
よ
び
一
切
の
聖
衆
等
を
恭
敬
礼
拝
す
。
ゆ
ゑ
に

恭
敬
修
と
名
づ
く
。
）

恭
敬
と
は
、
智
論
に
云
く
、

謙
遜
畏
難
な
る
が
故
に
恭
と
曰
う
。
そ
の
智
徳
を
推
す
る
が
故
に
敬
と
曰
う
。

礼
拝
と
は
上
の
ご
と
し
（
二
行
章
）
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
次
の
ご
と
き
心
身
二
業

「
彼
仏
」
等
と
は
、
弥
陀
仏
及
び
清
浄
衆
を
指
す
。

問
。
他
と
同
異
い
か
ん
。

答
。
他
は
生
仏
一
如
を
談
ず
。
今
は
信
機
信
法
。
そ
の
異
知
る
べ
し
。

二
に
兼
ね
て
長
時
を
釈
す
。

畢
命
為
期
止

是
長
時
修

（
畢
命
を
期
と
な
し
て
誓
ひ
て
中
止
せ
ざ
る
、
す
な
は
ち
こ
れ
長
時
修
な
り
。
）

文
意
解
す
べ
し
。
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問
。
他
と
同
異
い
か
ん
。

答
。
他
は
云
く
三
大
劫
阿
僧
祇
耶
を
経
る
。
あ
る
い
は
云
く
無
量
無
数
百
千
倶
胝
大
劫

等
。
今
は
す
な
わ
ち
畢
命
を
期
と
な
し
て
誓
い
て
中
止
せ
ず
を
云
う
。
そ
の
異
知
る
べ
し
。

二
に
無
余
修
に
二
。
初
に
正
し
く
無
余
を
釈
す
。
二
に
兼
ね
て
長
時
を
釈
す
。
今
は

初
。

二
者
無
余
止

名
無
余
修

（
二
に
は
無
余
修
。
い
は
ゆ
る
も
つ
ぱ
ら
か
の
仏
の
名
を
称
し
て
専
念
し
専
想
し
、
も
つ

ぱ
ら
か
の
仏
お
よ
び
一
切
の
聖
衆
等
を
礼
讃
し
て
、
余
業
を
雑
へ
ず
。
ゆ
ゑ
に
無
余
修
と

名
づ
く
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

問
。
他
と
同
異[

478a
]

い
か
ん
。

答
。
他
は
福
智
無
遺
等
を
云
う
。
今
は
す
な
わ
ち
専
称
彼
仏
（
乃
至
）
不
雑
余
業
を
云

う
。
そ
の
異
天
懸
。
子
細
会
来
、
義
は
お
の
ず
か
ら
吻
合
す
。
次
の
上
説
の
ご
と
し
。

二
に
兼
ね
て
長
時
に
釈
す

畢
命
為
期
止

是
長
時
修

（
畢
命
を
期
と
な
し
て
誓
ひ
て
中
止
せ
ざ
る
、
す
な
は
ち
こ
れ
長
時
修
な
り
。
）

上
に
準
じ
て
解
す
べ
し
。

三
に
無
間
修
に
二
。
初
に
正
し
く
無
間
に
釈
す
。
二
に
兼
ね
て
長
時
に
釈
す
。
初
に

正
し
く
無
間
に
釈
す
に
二
。
初
に
善
に
対
し
て
立
つ
。
二
に
悪
に
対
し
て
立
つ
。
今

は
初
。

三
者
無
間
止

名
無
間
修

（
三
に
は
無
間
修
。
い
は
ゆ
る
相
続
し
て
恭
敬
礼
拝
し
、
称
名
讃
歎
し
、
憶
念
観
察
し
、

回
向
発
願
し
、
心
々
に
相
続
し
て
余
業
を
も
つ
て
来
し
間
へ
ず
。
ゆ
ゑ
に
無
間
修
と
名
づ

く
。
）
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「
相
続
」
等
と
は
、
こ
れ
ま
た
二
義
。
一
は
心
相
に
約
す
。
文
に
「
不
以
余
業
来
間
」

と
云
う
が
故
に
。

問
。
相
続
を
も
っ
て
無
間
を
釈
す
。
す
な
わ
ち
長
時
と
何
の
別
や
。

答
。
長
時
は
一
期
無
退
失
辺
を
取
り
、
無
間
は
日
日
夜
夜
無
間
断
辺
を
取
る
。
所
望
異

な
り
。

問
。
現
前
の
吾
人
、
無
間
あ
た
わ
ざ
る
は
い
か
ん
。

答
。
相
は
間
に
て
体
は
常
。
法
徳
し
か
ら
し
む
る
な
り
。

二
に
悪
に
対
し
て
立
つ

又
不
以
貪
止

名
無
間
修

（
ま
た
貪
瞋
煩
悩
を
も
つ
て
来
し
間
へ
ず
。
犯
せ
ん
に
随
ひ
、
随
ひ
て
懺
せ
よ
。
念
を
隔

て
時
を
隔
て
日
を
隔
て
ず
。
つ
ね
に
清
浄
な
ら
し
め
よ
。
ま
た
無
間
修
と
名
づ
く
。
）

「
貪
」
は
順
境
に
対
す
。

「
瞋
」
は
違
境
に
対
す
。
少
を
挙
げ
て
多
を
摂
す
。
諸
惑
皆
あ
り
。

「
随
犯
」
等
と
は
、
法
徳
の
薫
ず
る
所
、
お
の
ず
か
ら
こ
の
相
あ
り
。
理
実
真
心
徹
到

す
。
三
品
と
斉
し
い
者
な
り
。

問
。
他
と
同
異
い
か
ん
。

答
。
他
は
刹
那
を
云
う
。
刹
那
修
を
廃
せ
ざ
る
が
故
に
。
今
は
す
な
わ
ち
し
か
ら
ず
。

た
と
い
間
に
似
た
れ
ど
も
法
徳
は
常
な
る
が
故
に
。

二
に
兼
ね
て
長
時
に
釈
す
。

[
478b

]

畢
命
為
期
止

長
時
修

（
畢
命
を
期
と
な
し
て
誓
ひ
て
中
止
せ
ざ
る
、
す
な
は
ち
こ
れ
長
時
修
な
り
」
と
。
）

上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

二
に
要
決
に
二
。
初
は
標
、
二
は
釈
。
今
は
初
。
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西
方
要
決
止

以
為
正
業

（

『
西
方
要
決
』
に
い
は
く
、
「
た
だ
四
修
を
修
し
て
も
つ
て
正
業
と
な
す
。
）

「
西
方
要
決
」
と
は
、
上
に
已
に
解
す
る
が
ご
と
し
。

二
に
釈
に
四
。
初
に
長
時
修
、
二
に
恭
敬
修
、
三
に
無
間
修
、
四
に
無
余
修
。
今
は

初
。

一
者
長
時
修
止

終
無
退
転

（
一
に
は
長
時
修
。
初
発
心
よ
り
す
な
は
ち
菩
提
に
至
る
ま
で
、
つ
ね
に
浄
因
を
な
し
て

つ
ひ
に
退
転
な
し
。
）

上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

二
に
恭
敬
修
に
二
。
初
に
標
、
二
に
釈
。
今
は
初
。

二
者
恭
敬
修
此
復
有
五

（
二
に
は
恭
敬
修
。
こ
れ
に
ま
た
五
あ
り
。
）

文
の
ご
と
く
解
す
べ
し
。

二
に
釈
に
五
。
初
に
聖
人
を
敬
う
。
二
に
像
教
を
敬
う
。
三
に
知
識
を
敬
う
。
四
に

同
伴
を
敬
う
。
五
に
三
宝
を
敬
う
。
今
は
初
。

一
敬
有
縁
止

向
西
方
也

（
一
に
は
有
縁
の
聖
人
を
敬
ふ
。
い
は
く
行
住
坐
臥
、
西
方
を
背
か
ず
、
涕
唾
便
痢
、
西

方
に
向
か
は
ず
。
）

「
有
縁
」
等
と
は
、
意
は
弥
陀
を
指
す
。

「
行
住
」
等
と
は
、
『
礼
讃
』
に
云
く
、

面
を
西
方
に
向
か
ふ
る[

を
須
ゐ
る]

は
最
勝
な
り[

と
勧
め
た
ま
ふ]

。
樹
の
先
よ
り
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傾
け
る
は
倒
る
る
に
、
か
な
ら
ず
曲
れ
る
に
随
ふ
が
ご
と
く
な
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。
か

な
ら
ず
事
の
礙
あ
り
て
西
方
に
向
か
ふ
に
及
ば
ず
は
、
た
だ
西
に
向
か
ふ
想
を
な
す

も
ま
た
得
た
り
。

（
註
釈
版
七
祖
篇
六
五
八
）

『
浄
土
文
（
※
龍
舒
浄
土
文
）
』
五
に
云
く
、

後
晋
鳳
翔
僧
志
通
、
智
者
大
師
の
淨
土
儀
式
を
見
て
、
欣
抃
に
勝
れ
ず
、
西
に
向
い

て
唾
せ
ず
、
西
に
背
い
て
坐
せ
ず
、
專
心
修
進
す
。
後
に
白
鶴
・
孔
雀
の
行
列
を
成

し
て
西
下
す
る
を
見
、
ま
た
現
に(

※
原
本
：
ま
た)

蓮
華
の
光
相
の
前
に
開
合
す
る

を
見
る
。
通
云
く
、
「
白
鶴
孔
雀
は
浄
土
の
境
な
り
。
蓮
華
の
光
相
は
託
生
の
処
な

り
（
※
原
本
：
託
し
て
生
ず
る
処
な
り
）
。
浄
土
現
る
。
す
な
わ
ち
起
し
て
仏
を
礼
し
、

[
479a

]

仏
に
対
し
て
終
わ
る
。
火
化
の
時
、
五
色
の
祥
雲
火
上
を
環
覆
す
。

（
大
正
四
七
・
二
六
八
中
）

『
浄
土
論
』
に
云
く
、

た
と
へ
ば
、
龍
の
行
く
に
、
雲
す
な
は
ち
こ
れ
に
随
ふ
が
ご
と
く
、
心
も
し
西
に
逝

け
ば
、
業
ま
た
こ
れ
に
随
ふ
。
（
大
正
四
七
・
九
一
下
）
（
註
釈
版
七
祖
篇
九
七
〇
）

も
し
所
求
の
勝
境
に
向
か
ず
ば
、
あ
に
能
求
の
妙
行
を
起
こ
さ
ん
や
。
故
に
必
ず
西
に

向
く
。

「
涕
唾
」
等
と
は
、
尊
重
の
余
相
な
り
。
『
毘
尼
母
論
』
に
云
く
、

塔
前
、
衆
僧
前
、
和
尚
阿
闍
梨
前
に
て
、
張
口
し
て
大
涕
唾
を
地
に
著
す
を
得
ず
。

も
し
涕
唾
を
欲
さ
ば
、
ま
さ
に
猥
処
を
屏
す
べ
し
。
人
の
悪
賤
せ
し
む
る
こ
と
な
か

れ
。
こ
れ
洟
唾
の
法
と
名
く
。
（
大
正
二
四
・
八
三
八
中
）

二
に
像
経
を
敬
う
。

二
敬
有
縁
止

特
生
尊
重

（
二
に
は
有
縁
の
像
教
を
敬
ふ
。
い
は
く
西
方
の
弥
陀
の
像
変
を
造
る
。
広
く
作
る
こ
と
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あ
た
は
ず
は
、
た
だ
一
仏
二
菩
薩
（
阿
弥
陀
仏
・
観
音
・
勢
至
）
を
作
る
こ
と
ま
た
得
た

り
。
教
と
は
『
弥
陀
経
』
等
を
五
色
の
袋
に
盛
れ
て
、
み
づ
か
ら
読
み
他
を
教
へ
よ
。
こ

の
経
像
を
室
の
な
か
に
安
置
し
て
、
六
時
に
礼
懺
し
、
華
香
を
も
つ
て
供
養
し
、
こ
と
に

尊
重
を
な
せ
。
）

「
像
」
と
は
謂
く
仏
像
。

「
教
」
と
は
謂
く
経
教
。

「
変
」
と
は
謂
く
変
相
。

「
等
」
と
は
大
・
観
等
の
経
を
等
し
く
取
る
。

「
五
色
」
等
と
は
『
薬
師
経
』
に
云
く
、

も
し
こ
の
経
を
誦
持
（
※
原
本
：
受
持
）

読
誦
し
（
乃
至
）
五
色
の
綵
を
も
っ
て
嚢

を
作
し
こ
れ
を
盛
っ
て
、
浄
処
を
掃
灑
し
、
高
座
を
敷
設
し
て
安
処
に
用
ふ
る
。

（
大
正
一
四
・
四
〇
六
中
下
）

今
ま
た
准
知
す
。

「
六
時
」
と
は
、
夜
三
時
昼
三
時
な
り
。

「
礼
」
と
は
謂
く
礼
拝
。

「
懺
」
と
は
謂
く
懺
悔
。

「
香
」
と
は
焼
香
、
「
華
」
と
は
散
華
。
余
文
解
す
べ
し
。

三
に
知
識
を
敬
う
。

三
敬
有
縁
止

即
除
行
障

（
三
に
は
有
縁
の
善
知
識
を
敬
ふ
。
い
は
く
浄
土
の
教
を
宣
ぶ
る
も
の
は
、
も
し
は
千
由

旬
・
十
由
旬
よ
り
こ
の
か
た
、
な
ら
び
に
す
べ
か
ら
く
敬
重
し
親
近
し
供
養
す
べ
し
。
別

学
の
も
の
に
は
総
じ
て
敬
心
を
起
せ
。
お
の
れ
と
同
ぜ
ざ
る
を
ば
、
た
だ
深
く
敬
ふ
こ
と

を
知
れ
。
も
し
軽
慢
を
生
ぜ
ば
、
罪
を
得
る
こ
と
窮
ま
り
な
し
。
ゆ
ゑ
に
す
べ
か
ら
く
す

べ
て
敬
ふ
べ
し
。
す
な
は
ち
行
障
を
除
く
。
）

「
知
識
」
と
は
意
は
教
授
に
あ
り
。
『
止
観
』
四
の
二
（
十
二
紙
）
に
云
く
、
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善
知
識
と
は
、
こ
れ
大
因
縁
（
乃
至
）
知
識
に
三
種
あ
り
。
一
に
外
護
、
二
に
同
行
、

三
に
教
授
。
（
大
正
四
六
・
四
三
上
）

「
若
千
」
等
と
は
、
大
本
に
云
く
、
た
と
ひ
大
千[

※
世
界]

に
満
て
ら
ん
火
を
も
、[

※

ま
た]

た
だ
ち
に
過
ぎ
て[

479b
]

仏
の
名
を
聞
く[

※
べ
し]

。
（
※
浄
真
全
二
・
三
一
）
等

と
。
劫
火
な
お
過
ぐ
。
い
わ
ん
や
そ
の
他
を
や
。

「
別
学
」
等
と
は
、
よ
く
別
学
を
し
て
謙
虚
崇
重
せ
し
む
。

「
与
己
不
同
」
等
と
は
、
た
と
い
別
解
な
り
と
も
、
ま
た
た
だ
恭
敬
す
。

余
文
解
す
べ
し
。

四
に
同
伴
を
敬
う
。

四
敬
同
縁
止

深
相
保
重

（
四
に
は
同
縁
の
伴
を
敬
ふ
。
い
は
く
同
じ
く
業
を
修
す
る
も
の
な
り
。
み
づ
か
ら
障
重

く
し
て
独
業
成
ぜ
ず
と
い
へ
ど
も
、
か
な
ら
ず
良
き
朋
に
よ
り
て
ま
さ
に
よ
く
行
を
な
せ

ば
、
危
き
を
扶
け
厄
を
救
ふ
。
助
力
し
あ
ひ
資
け
て
、
同
伴
の
善
縁
深
く
あ
ひ
保
重
す
。
）

「
伴
」
は
す
な
わ
ち
同
行
知
識
な
り
。
『
般
舟
讃
』
に
云
く
、

同
行
あ
ひ
親
し
み
て
願
ひ
て
退
す
る
こ
と
な
か
れ
（
註
釈
版
七
祖
篇
・
七
三
一
）

『
止
観
』
四
の
二
（
十
四
紙
）
云
く
、

二
に
同
行
と
は
、
隨
自
意
及
び
安
楽
行
を
行
ず
る
は
、
未
だ
必
ず
し
も
伴
を
須
い
ず
。

方
等
般
舟
の
行
法
、
決
し
て
好
伴
を
須
う
。
更
に
相
ひ
策
發
し
、
不
眠
不
散
し
、
日

に
そ
の
新
あ
り
。
切
磋
琢
磨
し
、
同
心
志
を
斉
し
く
し
、
一
船
に
乗
ず
る
が
ご
と
し
。

互
い
に
あ
ひ
敬
重
す
る
こ
と
、
現
の
世
尊
の
ご
と
し
（
※
原
本
：
世
尊
を
視
る
が
ご
と

し
）
。
こ
れ
を
同
行
と
名
く
。

（
摩
訶
止
観
、
大
正
四
六
・
四
三
上
）

「
危
き
を
扶
け
」
等
と
は
、
『
四
分
律
』
に
云
く
、

要
ず
（
※
原
本
：
必
ず
）

七
法
を
具
す
は
方
に
親
友
と
成
る
。
一
に
作
し
難
き
を
能
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く
作
す
。
二
に
与
え
難
き
を
能
く
与
う
。
三
に
忍
じ
難
き
を
能
く
忍
ず
。
四
に
密
事

相
い
告
ぐ
。
五
に
互
相
覆
蔵
す
。
六
に
苦
に
遭
え
ど
も
捨
て
ず
。
七
に
貧
賤
を
軽
ん

ぜ
ず
。
か
く
の
ご
と
き
七
法
。
人
能
く
行
ず
る
は
、
こ
れ
真
（
※
原
本
：
親
）

の
善

友
。
親
し
く
こ
れ
に
附
す
べ
し
。
（
法
苑
珠
林
、
大
正
五
二
・
六
六
八
下
）

「
危
」
と
は
謂
く
危
急
。

「
厄
」
と
は
謂
く
厄
難
。
こ
れ
を
扶
け
こ
れ
を
救
う
は
す
な
わ
ち
第
六
相
。

「
助
力
」
等
と
は
、
ま
た
そ
の
余
相
。

「
保
」
は
謂
く
保
護
。

「
重
」
は
謂
く
崇
重
。
余
文
は
解
す
べ
し
。

五
に
三
宝
を
敬
う
に
二
。
初
に
総
標
、
二
に
別
釈
。
今
は
初
。

五
敬
三
宝

（
五
に
は
三
宝
を
敬
ふ
。
）

三
宝
に
二
あ
り
。
一
は
通
途
、
二
は
不
共
。
こ
れ
二
に
し
て
二
に
な
し
。
通
別
互
い
に

成
す
。
も
し
そ
れ
通
途
な
る
は
、
具
さ
に
義
章
十
（
初
）
の
「
帰
三
宝
」
、
お
よ
び
十
九

（
十
三
紙
）
の
「
三
仏
章
雑
章
門
」
（
初
）
の
「
三
宝
章
」
、
「
義
林
章
」
六
（
初
）
の
三

宝
義
林
等
の
釈
の
ご
と
し
。

[
480a

]

ま
た
不
共
に
依
ら
ば
、
浄
土
の
三
宝
は
具
さ
に
五
義
あ
り
。
別
相
・
一
義
・

同
体
・
三
義
・
住
持
一
義
。
如
応
知
る
べ
し
。
丁
酉
録
の
ご
と
し
。

二
に
別
釈
に
二
。
初
に
且
く
二
種
を
挙
ぐ
。
二
に
更
に
住
持
を
釈
す
。
今
は
初
。

同
体
別
体
止

不
果
依
修

（
同
体
・
別
相
な
ら
び
に
深
く
敬
ふ
べ
し
。
つ
ぶ
さ
に
録
す
こ
と
あ
た
は
ず
。
浅
き
行
者

の
依
修
す
る
こ
と
を
果
さ
ざ
る
た
め
な
り
。
）

「
同
体
」
と
は
、
且
く
『
義
章
』
に
依
る
。

略
し
て
三
義
あ
り
。
一
に
事
に
つ
い
て
一
を
論
ず
。
仏
体
の
上
に
つ
い
て
義
に
随
い
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三
に
分
つ
。
覚
照
な
る
義
辺
を
説
い
て
仏
宝
と
な
す
。
す
な
わ
ち
か
の
仏
徳
は
軌
す

べ
き
義
あ
り
を
説
い
て
法
宝
と
な
す
。
違
諍
過
尽
を
説
い
て
僧
宝
と
な
す
。
こ
の
三

義
の
別
徳
。
体
は
殊
な
ら
ざ
る
が
故
に
一
体
と
名
く
。
（
小
大
斉
し
き
は
偏
に
大
い

あ
ら
ず
）
。

二
に
理
（
破
相
空
理
）
に
つ
き
て
も
っ
て
論
ず
。
三
宝
事
別
。
体
空
殊
な
ら
ず
（
こ

れ
た
だ
大
あ
り
。
小
は
体
空
な
し
）
。

三
に
実
に
つ
い
て
一
を
論
ず
。
三
宝
別
と
い
え
ど
も
実
性
を
一
と
な
す
。
も
し
涅

槃
に
つ
か
ば
三
宝
す
な
わ
ち
一
大
涅
槃
（
乃
至
）
も
し
不
二
法
門
に
つ
か
ば
も
っ
て

弁
ず
。
三
す
な
わ
ち
不
二
を
名
け
て
一
体
と
な
す
。
こ
れ
す
な
わ
ち
一
切
法
界
門
中
、

随
一
み
な
し
か
り
。
（
こ
れ
た
だ
大
あ
り
。
小
乗
の
中
に
な
し
）
。
一
体
三
宝
こ
れ

を
弁
じ
て
略
す
の
み
（
以
上
通
途
。
自
下
不
共
）
。

(
大
乗
義
章
、
大
正
四
四
、
六
五
七
上
中)

浄
土
三
宝
は
一
名
号
中
に
三
義
具
足
。
光
寿
無
量
故
を
名
け
て
の
「
阿
弥
陀
」
故
の
仏

な
り
。
「
除
苦
悩
法
」
故
の
法
な
り
。
お
よ
び
そ
の
「
人
民
」
故
の
僧
な
り
。
釈
名
門
の

中
に
総
じ
て
釈
す
は
こ
れ
な
り
。
ま
た
一
を
挙
ぐ
れ
ば
す
な
わ
ち
三
。
浄
入
願
心
の
故
に
。

広
略
略
広
、
不
縦
不
横
、
当
体
全
く
こ
れ
な
り
。
ま
た
相
別
体
一
、
同
一
涅
槃
誓
願
不
可

思
議
、
一
実
真
如
中
の
徳
用
故
に
（
従
上
の
義
義
対
は
通
途
の
中
の
一
体
三
宝
。
初
事
、

次
理
、
後
実
に
等
し
き
な
り
。
知
る
べ
し
）
。

「
別
相
」
と
は
、
且
く
義
章
に
依
る
。

ま
づ
仏
宝
を
明
か
す
（
乃
至
）
開
合
不
定
、
総
じ
て
唯
一
仏
。
あ
る
い
は
分
ち
て
二

と
な
す
。
二
に[

480b
]

両
門
あ
り
。
一
に
生
身
・
法
身
。
二
に
真
・
応
二
に
分
つ
。

あ
る
い
は
分
ち
て
三
と
な
す
。
三
に
両
門
あ
り
。
一
に
法
・
報
と
応
と
開
き
三
種
に

分
か
つ
。
地
論
（
三
の
初
紙
）
に
説
く
が
ご
と
し
。
二
に
化
・
応
及
び
真
。
金
光
明

三
身
品
の
説
く
が
ご
と
し
。
あ
る
い
は
分
ち
て
四
と
な
す
に
両
門
あ
り
。
一
に
真
を

開
き
応
に
合
す
。
楞
伽
の
説
の
ご
と
し
。
一
に
応
化
仏
、
二
に
功
徳
仏
、
三
に
智
慧

仏
、
四
に
如
如
仏
。
（
乃
至
）
二
に
真
応
並
び
て
開
け
ば
法
報
応
化
は
涅
槃
（
十
）

の
説
の
ご
と
し
。
あ
る
い
は
分
ち
て
十
と
な
す
。
華
厳
の
説
の
ご
と
し
。
広
す
な
わ

ち
無
量
、
こ
れ
等
は
後
の
三
仏
章
中
の
ご
と
し
（
第
十
九
の
十
八
紙
）
。

次
に
法
宝
を
弁
ず
れ
ば
、
略
し
て
五
種
あ
り
。
一
は
教
法
、
二
に
理
法
、
三
助
道

法
、
四
涅
槃
法
、
五
化
用
法
（
乃
至
）
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次
に
僧
宝
を
弁
ず
る
に
、
中
に
お
い
て
開
合
す
れ
ば
、
総
じ
て
唯
一
僧
。
あ
る
い

は
分
ち
て
二
と
な
す
。
二
と
は
三
門
。
一
に
位
に
就
い
て
二
に
分
つ
（
仮
名
・
真
実
）
。

涅
槃
説
の
ご
と
し
。
二
に
境
に
約
し
て
二
に
分
つ
（
事
和
・
理
和
）
。
三
に
法
に
随

い
て
二
に
分
か
つ
（
羯
磨
・
法
輪
）
。
あ
る
い
は
説
い
て
三
と
な
す
。
ま
た
三
門
あ

り
。
一
に
位
に
つ
い
て
三
を
分
つ
（
仮
名
・
清
浄
・
真
実
）
。
二
に
行
に
つ
い
て
三

を
分
つ
（
破
戒
・
愚
痴
・
清
浄
）
。
三
に
大
小
に
三
を
分
つ
（
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
）
。

あ
る
い
は
四
と
な
す
。
大
論
の
説
の
ご
と
し
（
唖
羊
・
無
差
・
有
差
・
真
実
）
。
あ

る
い
は
分
ち
て
五
と
な
す
（
群
僧
・
無
懺
・
別
衆
・
清
浄
・
真
実
）
。
毘
曇
中
の
ご

と
き
は
十
四
賢
聖
を
説
く
。
成
実
（
一
の
三
十
七
紙
）
は
二
十
七
賢
を
宣
説
す
。
大

乗
は
四
十
一
賢
を
宣
説
す
。
も
し
十
信
あ
ら
ば
五
十
一
あ
り
。
こ
れ
ら
は
後
の
賢
聖

章
中
の
ご
と
し
（
第
十
七
）
。
別
体
三
宝
こ
れ
を
弁
じ
て
粗
し
か
り
。

(

大
乗
義
章
、
大
正
四
四
、
六
五
四
中
～
六
五
七
上)

浄
土
の
三
宝
は
光
寿
無
量
、
真
実
報
身
を
名
け
て
仏
宝
と
な
す
。
釈
名
門
中
の
別
釈
こ

れ
な
り
。

「
為
浅
」
等
と
は
、
甚
だ
深
く
及
び
難
し
故
に
且
く
こ
れ
を
置
く
。

二
に
更
に
住
持
を
釈
す
に
二
。
初
の
略
釈
、
二
に
広
釈
。
今
は
初
。

[
481a

]

住
持
三
宝
止

作
大
因
縁

（
住
持
の
三
宝
と
は
、
い
ま
の
浅
識
の
た
め
に
大
因
縁
を
な
す
。
）

「
住
持
」
等
と
は
、
且
く
義
章
に
依
る
。

小
乗
法
の
中
、
泥
龕
木
像
は
住
持
佛
と
な
す
。
綿
素
竹
帛
は
住
持
法
と
な
す
。
凡

夫
比
丘
は
住
持
僧
と
な
す
。

大
乘
法
の
中
、
住
持
に
二
あ
り
（
化
用
・
実
徳
）
。
一
に
化
用
と
は
、
八
相
成
道

を
住
持
仏
と
な
す
。
言
教
流
布
を
住
持
法
と
な
す
。
三
乗
諸
衆
を
住
持
僧
と
な
す
。

二
に
実
徳
と
は
、
法
身
常
住
を
住
持
仏
と
な
す
。
法
性
常
恒
を
住
持
法
と
な
す
。

僧
行
不
滅
を
住
持
僧
と
な
す
。
住
持
三
宝
は
こ
れ
を
弁
ず
る
に
粗
し
か
り
。

(

大
乗
義
章
、
大
正
四
四
、
六
五
七
中)
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浄
土
三
宝
は
、
報
応
化
身
、
弥
陀
釈
迦
十
方
諸
仏
を
名
け
て
仏
法
と
な
す
。
随
自
随
他

の
無
量
法
門
、
一
乗
二
乗
権
実
顕
密
諸
教
、
名
け
て
法
宝
と
な
す
。
「
一
切
菩
薩
身
、
眷

属
等
無
量
（
乃
至
）
正
受
金
剛
心
、
相
応
一
念
後
、
果
徳
涅
槃
者
」
を
名
け
て
僧
宝
と
な

す
。
す
な
わ
ち
偈
中
の
総
じ
て
帰
す
る
こ
れ
な
り
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
通
途
同
別
並
ん

で
浄
土
の
住
持
に
属
す
る
も
の
な
り
。
分
斉
し
か
る
が
故
に
、
今
す
な
わ
ち
且
く
通
途
の

釈
に
約
す
る
の
み
。
故
に
「
与
今
」
等
と
云
う
な
り
。

二
に
広
釈
に
三
。
初
に
仏
宝
、
二
に
法
宝
、
三
に
僧
宝
。
今
は
初
。

今
粗
料
簡
止

当
見
真
仏

（
い
ま
ほ
ぼ
料
簡
す
べ
し
。
仏
宝
と
い
ふ
は
、
い
は
く
檀
に
雕
り
、
綺
に
繍
ひ
、
素
質
金

容
、
玉
を
鏤
め
、
繒
に
図
し
、
石
に
磨
り
、
土
に
削
る
。
こ
の
霊
像
こ
と
に
尊
承
す
べ
し
。

し
ば
ら
く
形
を
観
た
て
ま
つ
れ
ば
、
罪
消
え
て
福
を
増
す
。
も
し
少
慢
を
生
ず
れ
ば
、
悪

を
長
じ
善
を
亡
ず
。
た
だ
し
尊
容
を
想
ふ
に
、
ま
さ
に
真
仏
を
見
つ
べ
し
。
）

「
雕
檀
」
と
は
、
統
紀
三
十
三
（
初
）
光
顕
志
に
云
く
、

帝
釈
仏
に
請
い
、
忉
利
天
に
昇
り
て
母
の
た
め
に
説
法
す
。
優
填
王
（
拘
琰
彌
國
王
）

覩
如
来
を
覩
ん
と
思
い
、
す
な
わ
ち
旃
檀
を
も
っ
て
如
来
像
を
作
る
。
高
五
尺
（
増

一
阿
含
経
）
。

（
仏
祖
統
紀
、
大
正
四
九
・
三
一
八
中
）

「
繍
綺
」
と
は
、
綺
は
細
い
綾
な
り
。
詩
に
云
く
「
長
斉
繍
仏
前
」
、
す
な
わ
ち
こ
の

類
な
り
。

「
素
質
」
と
は
、
采
色
を
加
え
ざ
る
な
り
。

「
金
容
」
と
は
、
鋳
像
の
金
采
像
の
ご
と
き
な
り
。

「
鏤
玉
」
と
は
、
彫
刻
の
珠
玉
な
り
。

「
図[

481b
]

繒
」
と
は
、
今
本
山
よ
り
賜
る
と
こ
ろ
の
ご
と
き
こ
れ
な
り
。

「
石
土
」
と
は
知
る
べ
し
。
絵
像
木
像
霊
感
の
縁
な
り
。
具
さ
に
珠
林
十
三
及
び
四
、

感
応
録
下
に
出
す
。

「
暫
爾
」
等
と
は
、
那
律
天
眼
財
首
得
道
等
の
ご
と
し
（
諸
経
要
集
一
の
四
紙
云
々
）
。

「
但
想
」
等
と
は
、
『
月
上
女
経
』
下
に
云
々
。
止
観
二
の
一
（
三
十
九
）
に
云
く
、
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お
よ
そ
道
場
を
建
て
る
に
、
応
に
先
に
厳
浄
す
べ
し
。
し
か
る
後
に
仏
（
※
原
本
：

像
）

を
請
う
。
世
人
の
口
は
「
道
を
求
め
て
障
を
滅
さ
ん
」
と
云
い
て
道
場
を
置
く

と
い
え
ど
も
、
愚
童
の
慢
竪
猥
服
裸
形
せ
し
め
て
、
云
く
「
像
を
将
い
て
来
る
か
」

と
。
把
来
の
こ
れ
を
も
っ
て
こ
れ
を
観
る
。
悲
し
む
べ
き
に
こ
れ
甚
だ
し
。
涅
槃
後

分
に
て
、
阿
難
仏
に
問
う
。
「
仏
滅
度
後
い
か
ん
が
供
養
す
」
と
。
仏
言
く
、
「
滅

後
、
仏
（
※
原
本
：
像
）

を
供
養
せ
ば
、
在
世
と
別
な
し
。
故
に
供
養
の
福
を
し
て

正
道
を
助
け
し
め
、
善
を
生
じ
障
を
消
す
。
あ
に
ま
た
こ
れ
に
過
ぎ
ん
や
。

（
止
観
輔
行
伝
弘
決
、
大
正
四
六
・
一
八
九
下
）

二
に
法
宝

言
法
宝
者
止

身
手
清
潔

（
法
宝
と
い
ふ
は
、
三
乗
の
教
旨
、
法
界
の
所
流
な
り
。
名
句
の
所
詮
、
よ
く
解
縁
を
生

ず
。
ゆ
ゑ
に
す
べ
か
ら
く
珍
仰
す
べ
し
。
も
つ
て
慧
を
発
す
基
な
り
。
尊
経
を
抄
写
し
て

つ
ね
に
浄
室
に
安
ん
ぜ
よ
。
箱
篋
に
盛
れ
貯
へ
て
、
な
ら
び
に
厳
敬
す
べ
し
。
読
誦
の
時

は
、
身
手
清
潔
な
れ
。)

「
三
乗
」
と
は
声
・
縁
・
菩
な
り
。

能
詮
は
教
を
曰
う
。
所
詮
は
旨
を
曰
う
。

「
法
界
」
等
と
は
、
『
唯
識
』
十
に
十
真
如
を
明
か
す
中
に
云
く
、

第
三
勝
流
真
如
と
は
、
謂
く
こ
れ
真
如
所
流
の
教
法
な
り
。
仏
教
法
に
お
い
て
極
め

て
勝
れ
た
る
が
故
に
。

（
成
唯
識
論
、
大
正
三
一
・
五
四
中
）

「
名
句
」
等
と
は
、
『
唯
識
』
二
に
云
く
、
「
名
は
自
性
を
詮
す
。
句
は
差
別
を
詮
す
」

と
。
す
な
わ
ち
こ
の
字
は
二
所
依
と
な
す
。

「
発
慧
」
等
と
は
、
序
分
義
に
云
く
、

こ
れ
経
教
は
こ
れ
を
喩
ふ
る
に
鏡
の
ご
と
し
。
し
ば
し
ば
読
み
し
ば
し
ば
尋
ぬ
れ
ば
、

智
慧
を
開
発
す
。
も
し
智
慧
の
眼
開
け
ぬ
れ
ば
、
す
な
は
ち
よ
く
苦
を
厭
ひ
て
涅
槃

等
を
欣
楽
す
る

（
註
釈
版
七
祖
篇
三
八
七
）
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余
文
解
す
べ
し
。

三
に
僧
宝

[
482a

]

言
僧
宝
者
止

勿
生
慢
想

（
僧
宝
と
い
ふ
は
、
聖
僧
・
菩
薩
・
破
戒
の
流
な
り
。
等
心
に
敬
ひ
を
起
せ
。
慢
想
を
生

ず
る
こ
と
な
か
れ
。
）

「
聖
僧
」
と
は
聖
果
を
得
る
の
僧
な
り
。

「
菩
薩
」
と
は
知
る
べ
し
。

「
破
戒
」
等
と
は
、
『
地
蔵
十
輪
経
』
に
云
く
、

縦
い
持
戒
破
戒
あ
り
て
、
も
し
は
長
も
し
は
幼
、
み
な
深
敬
す
べ
し
。
軽
慢
を
得
ず
。

も
し
こ
の
旨
に
違
え
ば
、
交
わ
り
て
重
罪
を
獲
る
。

（
法
苑
珠
林
、
大
正
五
三
・
四
二
三
上
）

三
に
無
間
修
に
三
。
初
に
法
、
二
に
譬
、
三
に
合
。
今
は
初
。

三
者
無
間
止

心
恒
想
巧

（
三
に
は
無
間
修
。
い
は
く
つ
ね
に
念
仏
し
て
往
生
の
心
を
な
す
。
一
切
時
に
お
い
て
心

に
つ
ね
に
想
ひ
巧
め
。
）

一
切
時
に
有
る
は
無
間
想
な
り
。

「
想
巧
」
と
は
、
意
尽
の
謂
な
り
。

二
に
譬

譬
若
有
人
止

縦
任
歓
娯

（
た
と
へ
ば
人
あ
り
て
他
に
抄
掠
せ
ら
れ
、
身
下
賤
と
な
り
て
つ
ぶ
さ
に
艱
辛
を
受
け
ん

に
、
た
ち
ま
ち
に
父
母
を
思
ひ
て
国
に
走
り
帰
る
こ
と
を
欲
す
。
行
装
い
ま
だ
弁
ぜ
ず
。

な
ほ
他
の
郷
に
あ
り
て
、
日
夜
に
思
惟
し
て
、
苦
忍
ぶ
る
に
堪
へ
ず
。
時
と
し
て
し
ば
ら

く
も
捨
て
て
耶
嬢
を
念
ぜ
ざ
る
こ
と
な
き
が
、
計
を
な
す
こ
と
す
で
に
成
じ
て
、
す
な
は



- 17 -

ち
帰
り
て
達
す
る
こ
と
を
得
て
、
父
母
に
親
近
し
て
ほ
し
い
ま
ま
に
歓
娯
す
る
が
ご
と

し
。
）

「
抄
掠
」
と
は
、
広
韻
に
人
・
財
物
を
劫
じ
て
、
抄
掠
と
云
う
な
り
。

「
耶
嬢
」
と
は
、
増
韻
に
父
と
謂
い
て
耶
と
曰
う
。
韻
会
は
母
と
称
し
て
嬢
と
曰
う
。

三
に
合

行
者
亦
然
止

心
恒
計
念

（
行
者
も
ま
た
し
か
な
り
。
往
因
の
煩
悩
、
善
心
を
壊
乱
し
、
福
智
の
珍
財
な
ら
び
に
み

な
散
失
し
て
、
久
し
く
生
死
に
流
れ
て
、
制
す
る
に
自
由
な
ら
ず
。
つ
ね
に
魔
王
の
た
め

に
僕
使
と
な
り
て
、
六
道
に
駆
馳
し
、
身
心
を
苦
切
す
。
い
ま
善
縁
に
遇
ひ
て
、
た
ち
ま

ち
に
弥
陀
の
慈
父
、
弘
願
に
違
は
ず
群
生
を
済
抜
し
た
ま
ふ
こ
と
を
聞
き
て
、
日
夜
に
驚

忙
し
て
、
心
を
発
し
て
往
か
ん
と
願
ふ
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
精
勤
し
て
倦
ま
ず
し
て
、
ま
さ
に

仏
恩
を
念
ず
べ
し
。
報
じ
尽
す
を
期
と
な
し
て
、
心
つ
ね
に
計
り
念
ふ
べ
し
。
）

「
往
因
」
等
と
は
、
「
被
他
」
等
を
合
す
る
。

「
福
智
」
等
と
は
、
「
身
為
」
等
を
合
す
る
。

「
久
流
」
等
と
は
、
「
備
受
」
等
を
合
す
る
。

「
今
遇
」
等
と
は
、
「
忽
思
」
等
を
合
す
る
。

「
日
夜
」
等
と
は
、
「
日
夜
」
等
を
合
す
る
。

譬
の
「
為
計
」
等
と
云
う
已
下
、
合
文
な
き
と
い
え
ど
も
、
生
後
の
益
に
況
す
。
意
に

逆
い
て
知
る
べ
し
。

四
に
無
余
修
行

四
者
無
余
止

留
余
課
耳

（
四
に
は
無
余
修
。
い
は
く
も
つ
ぱ
ら
極
楽
を
求
め
て
弥
陀
を
礼
念
す
る
な
り
。
た
だ
し

諸
余
の
業
行
雑
起
せ
し
め
ざ
れ
。
所
作
の
業
、
日
別
に
す
べ
か
ら
く
念
仏
・
誦
経
を
修
す

べ
し
。
余
課
を
留
め
ざ
る
の
み
」
と
。
）

上
に
準
じ
て
知
る
べ
し
。
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三
に
私
釈
に
二
。
初
に
煩
文
を
厭
う
。
二
に
要
義
を
釈
す
。
今
は
初
。

[
482b

]

私
云
四
修
止

恐
繁
而
不
解

（

わ
た
く
し
に
い
は
く
、
四
修
の
文
見
つ
べ
し
。
繁
き
を
恐
れ
て
解
せ
ず
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
要
義
を
釈
す
に
二
。
初
は
難
、
二
は
通
。
今
は
初
。

但
前
文
中
止

有
其
意
也

（
た
だ
し
前
文
の
な
か
に
、
す
で
に
四
修
と
い
ひ
て
、
た
だ
三
修
の
み
あ
り
。
も
し
は
そ

の
文
を
脱
せ
る
か
、
も
し
は
そ
の
意
あ
る
か
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
通
に
三
。
初
は
総
通
、
二
は
徴
、
三
は
別
釈
。
今
は
初
。

更
非
脱
文
止

其
深
意
也

（
さ
ら
に
脱
文
に
あ
ら
ず
。
そ
の
深
き
意
を
有
す
る
な
り
。
）

一
三
通
別
は
こ
の
深
義
を
謂
う
。

二
に
徴

何
以
得
知

（
な
に
を
も
つ
て
か
知
る
こ
と
を
得
る
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

三
に
別
釈
に
二
。
初
に
具
者
を
挙
ぐ
。
二
に
欠
者
に
通
ず
。
今
は
初
。
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四
修
者
一
止

無
間
修
也

（
四
修
と
は
、
一
に
は
長
時
修
、
二
に
は
慇
重
修
、
三
に
は
無
余
修
、
四
に
は
無
間
修
な

り
。
）

「
慇
重
修
」
と
は
、
す
な
わ
ち
恭
敬
修
。

二
に
欠
者
に
通
ず
に
三
。
初
は
総
通
、
二
に
別
釈
、
三
に
引
例
。
今
は
初
。

而
以
初
長
止

後
三
修
也

（
し
か
る
に
初
め
の
長
時
を
も
つ
て
、
た
だ
こ
れ
後
の
三
修
に
通
用
す
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
別
釈

謂
慇
重
者
止

長
時
修
是
也

（
い
は
く
慇
重
も
し
退
せ
ば
、
慇
重
の
行
す
な
は
ち
成
ず
べ
か
ら
ず
。
無
余
も
し
退
せ
ば
、

無
余
の
行
す
な
は
ち
成
ず
べ
か
ら
ず
。
無
間
も
し
退
せ
ば
、
無
間
の
修
す
な
は
ち
成
ず
べ

か
ら
ず
。
こ
の
三
修
の
行
を
成
就
せ
し
め
ん
が
た
め
に
、
み
な
長
時
を
も
つ
て
三
修
に
属

し
て
、
通
じ
て
修
せ
し
む
る
と
こ
ろ
な
り
。
ゆ
ゑ
に
三
修
の
下
に
み
な
結
し
て
、
「
畢
命

為
期
誓
不
中
止
即
是
長
時
修
」
（
礼
讃
）
と
い
ふ
こ
れ
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

三
に
例
を
引
く

例
如
彼
精
止

五
度
而
已

（
例
す
る
に
か
の
精
進
の
余
の
五
度
に
通
ず
る
が
ご
と
き
の
み
。
）

智
論
十
八
に
云
く
、
「
菩
薩
摩
訶
薩
は
精
進
を
も
っ
て
首
と
な
す
。
五
度
を
行
じ
て
、

す
な
わ
ち
精
進
と
名
く
」
と
。
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【
科
段
⑧
（
随
文
釈
）
】

九
に
四
修
章

標
章

引
文

礼
讃

標釈

徴
問

別
釈

恭
敬
修初

に
正
し
く
恭
敬
を
釈
す

兼
ね
て
長
時
を
釈
す

無
余
修初

に
正
し
く
無
余
を
釈
す

兼
ね
て
長
時
を
釈
す

無
間
修初

に
正
し
く
無
間
に
釈
す

善
に
対
し
て
立
つ

悪
に
対
し
て
立
つ

兼
ね
て
長
時
に
釈
す

要
決

標釈

長
時
修

恭
敬
修標釈

聖
人
を
敬
う

像
教
（
経
）
を
敬
う

知
識
を
敬
う

同
伴
を
敬
う

三
宝
を
敬
う
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総
標

別
釈

且
く
二
種
を
挙
げ
る

更
に
住
持
を
釈
す

略
釈

広
釈

仏
宝

法
宝

僧
宝

無
間
修初

法
譬合

無
余
修

私
釈

煩
文
を
厭
う

要
義
を
釈
す

難通

総
通

徴別
釈

具
者
を
挙
ぐ

欠
者
に
通
ず

総
通

別
釈

引
例
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十
に
化
讃
章
に
三
。
初
に
標
章
、
二
に
引
文
、
三
に
私
釈
。
今
は
初
。

[
483a

]

弥
陀
化
仏
止

之
行
之
文

（

弥
陀
の
化
仏
来
迎
し
て
、
聞
経
の
善
を
讃
歎
せ
ず
し
て
、
唯
念
仏
の
行
を
讃
歎
し

た
ま
ふ
文
）

今
章
の
来
意
、
上
に
準
じ
て
二
義
。
も
し
文
に
約
せ
ば
、
『
観
経
』
六
文
中
の
第
四
な

り
。
も
し
義
に
約
せ
ば
、
三
心
四
修
、
こ
れ
よ
く
修
相
以
下
の
七
章
、
所
得
の
益
を
挙
げ

て
念
仏
の
功
を
助
顕
す
る
も
の
な
り
。

今
す
な
わ
ち
第
一
は
化
讃
の
徳
を
挙
ぐ
。

化
讃
章
と
は
、
あ
る
い
は
（
決
疑
大
綱
）
「
化
仏
讃
嘆
篇
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
鵜

木
私
集
要
義
等
）
「
化
仏
讃
嘆
章
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
聞
香
）
「
化
讃
章
」
と
云
う
。

今
ま
た
略
に
従
う
。

問
う
。
化
仏
讃
嘆
は
真
益
と
な
す
や
化
益
と
な
す
や
。

答
う
。
真
化
は
機
に
在
す
。
も
し
そ
れ
化
の
機
は
即
真
の
化
を
見
る
。
故
に
化
益
と
云

い
て
ま
た
得
る
。
そ
の
真
の
機
に
至
り
て
即
化
の
真
を
見
る
。
故
に
真
益
を
云
い
て
ま
た

得
る
。
終
南
吉
水
、
即
化
の
真
に
約
す
者
な
り
。
宗
祖
は
す
な
わ
ち
否
。
隠
顕
義
別
、
旨

を
得
て
領
会
す
。

二
に
引
文
に
二
。
初
に
経
文
、
二
に
疏
文
。
今
は
初
。

観
無
量
寿
経
止

我
来
迎
汝

（
観
無
量
寿
経
に
云
は
く
、
或
い
は
衆
生
有
り
て
衆
の
悪
業
を
作
り
、
方
等
経
典
を
誹
謗

せ
ず
と
雖
も
、
此
く
の
ご
と
き
の
愚
人
、
多
く
衆
悪
を
造
り
て
慙
愧
有
る
こ
と
無
し
。
命

終
ら
む
と
欲
す
る
時
、
善
知
識
の
為
に
大
乗
の
十
二
部
経
の
首
題
の
名
字
を
讃
む
る
に
遇

は
む
。
是
く
の
ご
と
き
の
諸
経
の
名
を
聞
く
を
以
て
の
故
に
、
千
劫
の
極
重
の
悪
業
を
除

却
す
。
智
者
復
教
へ
て
、
掌
を
合
せ
手
を
叉
へ
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
せ
し
む
。
仏
の
名

を
称
す
る
が
故
に
五
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
除
く
。
爾
の
時
彼
の
仏
、
即
ち
化
仏
・
化
観

世
音
・
化
大
勢
至
を
遣
は
し
て
、
行
者
の
前
に
至
ら
し
め
、
讃
め
て
言
は
く
、
善
男
子
、

汝
仏
名
を
称
す
る
が
故
に
諸
の
罪
消
滅
す
れ
ば
、
我
来
り
て
汝
を
迎
ふ
と
。
）

経
の
下
上
品
の
文
な
り
。
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「
或
有
」
等
と
は
、
総
じ
て
造
悪
の
機
を
挙
ぐ
。

「
作
衆
」
等
と
は
、
造
作
衆
罪
を
明
か
す
。

「
雖
不
」
等
と
は
、
不
謗
大
乗
を
明
か
す
。

「
如
此
」
等
と
は
、
造
悪
は
器
に
あ
ら
ざ
る
を
明
か
す
。

「
無
有
」
等
と
は
、
愧
心
を
生
ぜ
ざ
る
を
明
か
す
。

「
命
欲
」
等
と
は
、
命
延
び
て
久
し
か
ら
ざ
る
を
明
か
す
。

「
遇
善
」
等
と
は
、
た
ち
ま
ち
知
識
に
過
（
※
遇
）
う
を
明
か
す
。

「
為
讃
」
等
と
は
、
た
め
に
衆
経
を
讃
ず
る
を
明
か
す
。

「
以
聞
」
等
と
は
、
経
を
聞
き
罪
を
除
く
を
明
か
す
。

「
智
者
」
等
と
は
、
転
経
称
名
を
明
か
す
。

「
称
仏
」
等
と
は
、
称
名
の
罪
を
除
く
を
明
か
す
。

「
爾
時
」
等
と
は
、
仏
の
化
衆
を
遣
わ
す
を
明
か
す
。

「
讃
言
」
等
と
は
、
化
衆
の
人
を
讃
ず
る
を
明
か
す
。

[
483b

]

二
に
疏
文

同
経
疏
云
止

益
也
応
知

（
同
経
の
疏
に
云
は
く
、
聞
く
所
の
化
讃
、
但
称
仏
の
功
を
述
べ
て
、
我
来
り
て
汝
を
迎

ふ
と
、
聞
経
の
事
を
論
ぜ
ず
。
然
る
に
仏
の
願
意
に
望
む
れ
ば
、
唯
励
め
て
正
念
に
名
を

称
せ
し
む
。
往
生
の
義
、
疾
き
こ
と
雑
散
の
業
に
同
じ
か
ら
ず
。
此
の
経
及
び
諸
部
の
中

の
ご
と
き
、
処
処
に
広
く
歎
じ
て
勧
め
て
名
を
称
せ
し
む
。
将
に
要
益
と
為
る
な
り
、
知

る
べ
し
と
。
）

疏
の
散
善
義
の
文
な
り
。

「
所
聞
」
等
と
は
、
直
に
本
旨
を
述
ぶ
る
。

「
然
望
」
等
と
は
、
そ
の
所
由
を
示
す
。

「
如
此
」
等
と
は
、
経
を
引
き
て
要
を
結
ぶ
。
す
な
わ
ち
下
に
謂
う
所
の
選
択
化
讃
の

者
こ
れ
な
り
。
ま
た
禿
鈔
に
云
く
「
選
択
讃
嘆
」
は
こ
れ
な
り
。

問
う
。
今
集
は
弥
陀
に
約
す
。
禿
鈔
は
釈
迦
に
約
す
。
相
違
い
か
ん
。

答
う
。
か
し
こ
は
所
を
摂
め
能
に
属
す
。
こ
れ
は
末
に
摂
め
本
に
帰
す
。
禿
録
鈔
の
ご

と
し
（
録
）
。
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三
に
私
釈
に
二
。
初
は
化
仏
の
讃
嘆
を
釈
す
。
二
に
滅
罪
の
多
少
を
釈
す
。
今
は
初
。

私
云
聞
経
止

化
仏
讃
嘆

（

私
に
云
は
く
、
聞
経
の
善
是
本
願
に
非
ず
。
雑
業
の
故
に
化
仏
讃
め
た
ま
は
ず
。
念

仏
の
行
は
是
本
願
正
業
の
故
に
、
化
仏
讃
歎
し
た
ま
ふ
。
）

こ
れ
二
義
あ
り
。
一
は
本
願
非
本
願
に
相
対
す
。
二
は
雑
行
正
行
に
相
対
す
。

二
に
滅
罪
の
多
少
に
二
。
初
は
標
。
二
は
釈
。
今
は
初
。

加
之
聞
経
止

少
不
動
也

（
加
之
聞
経
と
念
仏
と
は
滅
罪
の
多
少
不
同
な
り
。
）

さ
ら
に
滅
罪
の
多
少
の
相
対
を
加
う
。

二
に
釈
。

観
経
疏
云
止

罪
多
劫
也

（
観
経
疏
に
云
は
く
、
問
ひ
て
曰
は
く
、
何
が
故
ぞ
、
経
を
聞
く
こ
と
十
二
部
な
る
に
、

但
罪
を
除
く
こ
と
千
劫
、
仏
を
称
す
る
こ
と
一
声
す
る
に
は
、
即
ち
罪
を
除
く
こ
と
五
百

万
劫
な
る
は
、
何
の
意
ぞ
や
。
答
へ
て
曰
は
く
、
造
罪
の
人
障
重
く
し
て
、
加
ふ
る
に
死

苦
来
り
逼
む
る
を
以
て
す
。
善
人
多
経
を
説
く
と
雖
も
、
餐
受
の
心
浮
散
す
。
心
散
ず
る

に
由
る
が
故
に
、
罪
を
除
く
こ
と
稍
軽
し
。
又
仏
名
は
是
一
な
れ
ば
、
即
ち
能
く
散
を
摂

し
て
以
て
心
を
住
せ
し
む
。
復
教
へ
て
正
念
に
名
を
称
せ
し
む
。
心
重
き
に
由
る
が
故
に
、

即
ち
能
く
罪
を
除
く
こ
と
多
劫
な
り
と
。
）

疏
の
意
解
す
べ
し
。

問
中
の
千
劫
こ
れ
五
百
万
劫
と
、
校
量
の
多
少
せ
ば
、
五
千
倍
な
り
。

答
中
に
二
義
。
一
は
境
の
多
少
相
対
、
二
は
心
散
不
散
相
対
。

【
科
段
⑧
（
随
文
釈
）
】

十
に
化
讃
章
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標
章

引
文

経
文

疏
文

私
釈

化
仏
の
讃
嘆
を
釈
す

罪
滅
の
多
少
を
釈
す

標釈
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十
一
に
約
対
章
に
三
。
初
に
標
章
、
二
に
引
文
、
三
に
私
釈
。
今
は
初
。

約
対
雑
善
止

念
仏
之
文

（

雑
善
に
約
対
し
て
念
仏
を
讃
歎
す
る
文
）

今
章
の
来
意
、
上
に
准
ず
る
に
二
義
。
も
し[

484a
]

文
に
約
せ
ば
、
『
観
経
』
六
文
中

の
第
五
な
り
。
も
し
義
に
約
せ
ば
、
所
得
の
益
を
挙
げ
る
中
の
第
二
な
り
。
称
讃
の
益
を

挙
ぐ
。二

に
引
文
に
二
。
初
は
経
、
二
は
疏
文
。
今
は
初
。

観
無
量
寿
止

生
諸
仏
家

（
観
無
量
寿
経
に
云
は
く
、
若
し
仏
を
念
ぜ
む
者
、
当
に
知
る
べ
し
、
此
の
人
は
即
ち
是

人
中
の
分
陀
利
華
な
り
。
観
世
音
菩
薩
、
大
勢
至
菩
薩
、
其
の
勝
友
と
為
る
。
当
に
道
場

に
坐
し
て
諸
仏
の
家
に
生
る
べ
し
と
。
）

文
義
下
の
ご
と
し
。

二
に
疏
文

同
経
疏
云
止

之
座
豈
賖

（
同
経
の
疏
に
云
は
く
、
若
念
仏
者
と
い
ふ
よ
り
下
生
諸
仏
家
に
至
る
ま
で
よ
り
已
来
は
、

正
し
く
念
仏
三
昧
の
功
能
超
絶
し
て
、
実
に
雑
善
の
比
類
と
為
る
こ
と
を
得
る
に
非
ざ
る

こ
と
を
顕
す
。
即
ち
其
の
五
有
り
。
一
に
は
専
ら
弥
陀
仏
名
を
念
ず
る
こ
と
を
明
か
し
、

二
に
は
能
念
の
人
を
讃
む
る
こ
と
を
明
か
し
、
三
に
は
若
し
能
く
相
続
し
て
念
仏
す
れ
ば
、

此
の
人
甚
だ
希
有
と
為
、
更
に
物
と
し
て
以
て
之
に
方
ぶ
べ
き
こ
と
無
き
こ
と
を
明
か
す
。

故
に
分
陀
利
を
引
き
て
喩
へ
と
為
。
分
陀
利
と
言
ふ
は
、
人
中
の
好
花
と
名
づ
け
、
亦
希

有
花
と
名
づ
け
、
亦
人
中
の
上
上
花
と
名
づ
け
、
亦
人
中
の
妙
好
花
と
名
づ
く
。
此
の
花

相
伝
し
て
蔡
花
と
名
づ
く
。
是
の
念
仏
の
者
は
、
即
ち
是
人
中
の
好
人
な
り
、
人
中
の
妙

好
人
な
り
、
人
中
の
上
上
人
な
り
、
人
中
の
希
有
人
な
り
、
人
中
の
最
勝
人
な
り
。
四
に

は
専
ら
弥
陀
の
名
を
念
ず
れ
ば
、
即
ち
観
音
・
勢
至
常
に
随
ひ
て
影
護
し
た
ま
ふ
こ
と
、

亦
親
友
知
識
の
ご
と
く
な
る
こ
と
を
明
か
す
な
り
。
五
に
は
今
生
に
既
に
此
の
益
を
蒙
り
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て
、
命
を
捨
て
て
即
ち
諸
仏
の
家
に
入
る
こ
と
を
明
か
す
。
即
ち
浄
土
是
な
り
。
彼
に
到

り
長
時
に
法
を
聞
き
て
歴
事
し
供
養
す
。
因
円
か
に
果
満
ず
。
道
場
の
座
、
豈
賖
か
ら
む

や
。
）

信
末
（
十
紙
）
に
全
く
こ
れ
を
引
く
。
六
要
三
末
（
十
四
紙
）
に
云
く
、

「
分
陀
利
」
と
は
、
蓮
の
中
の
好
花
、
西
天
に
こ
れ
を
翫
ぶ
こ
と
こ
こ
の
桜
梅
の
ご

と
し
。
こ
の
故
に
こ
れ
を
も
っ
て
今
の
行
人
に
喩
う
。
憬
興
師
の
云
く
、
「
分
陀
利

花
」
は
す
な
わ
ち
白
蓮
華
な
り
。
水
陸
の
花
の
中
に
最
も
尊
勝
と
な
す
」
。
『
大
日

経
』
に
依
る
に
蓮
花
に
五
あ
り
。
一
に
は
鉢
頭
摩
、
二
に
は
優
鉢
羅
、
各
二
色
あ
り
、

謂
く
赤
と
白
と
。
三
に
は
倶
勿
頭
、
ま
た
二
色
あ
り
、
謂
く
赤
と
白
と
。
四
に
は
泥

盧
鉢
羅
、
こ
の
花
極
て
香
し
、
牛
糞
よ
り
生
ず
。
五
に
は
分
荼
利
迦
、
葉
々
相
承
て

円
整
し
て
愛
し
つ
べ
し
、
最
外
の
葉
極
て
白
く
、
内
色
漸
く
微
黃
な
り
、
こ
の
花
極

て
香
し
。
「
蔡
華
」
と
言
う
は
、
こ
れ
蓮
花
の
名
。
『
論
語
』
の
意
に
依
に
、
「
蔡
」

と
は
龜
な
り
。
意
は
龜
の
遊
ぶ
所
の
花
な
る
が
故
に
す
な
わ
ち
龜
と
云
う
、
そ
の
体

蓮
花
な
り
。
花
の
中
に
蓮
勝
れ
、
蓮
花
の
中
に
こ
の
花
殊
に
勝
た
り
。
宜
な
る
か
な
、

こ
の
花
、
経
に
は
題
目
た
り
、
仏
に
は
ま
た
眼
た
り
、
あ
に
凡
種
に
比
せ
ん
や
。
し

か
る
に
仏
世
尊
念
仏
の
人
を
も
っ
て
、
こ
の
好
花
に
譬
た
ま
う
。
尤
も
こ
れ
奇
妙
の

法
と
な
す
。
蓮
華
に
（
※
原
本
：
尤
も
奇
と
な
す
に
足
れ
り
。
『
妙
法
蓮
花
』
に
）

当
体

・
譬
喩
二
義
あ
り
と
雖
も
共
に
所
行
の
法
、
今
の
『
観
経
』
の
説
は
能
行
の
人
を
嘆

ず
。
も
し
所
行
に
約
せ
ば
定
ま
た
同
じ
か
る
べ
し
。
能
所[

484b
]

殊
な
り
と
い
え

ど
も
、
恐
ら
く
は
弥
陀
・
妙
法
同
体
の
深
旨
を
顕
す
か
。
ま
た
『
涅
槃
』
（
※
北
本

卷
一
八
梵
行
品
＊
南
本
卷
一
六
梵
行
品
）

云
く
、
「
こ
れ
人
中
の
蓮
花
、
芬
陀
利
華
。
」

（
已
上
）
し
か
る
に
か
の
文
の
意
は
、
仏
に
譬
え
て
こ
れ
を
説
く
。
こ
れ
に
准
じ
て

こ
れ
を
思
う
に
、
念
仏
の
行
人
す
な
わ
ち
如
来
功
徳
の
義
分
を
備
う
。
こ
の
喩
か
の

染
香
人
の
身
に
そ
の
香
気
あ
る
が
ご
と
し
。
こ
れ
す
な
わ
ち
今
こ
の
弥
陀
の
名
号
は
、

か
の
法
性
无
漏
の
果
徳
よ
り
流
出
す
る
所
の
妙
好
香
な
り
。
こ
れ
を
唱
え
て
こ
れ
を

念
ず
る
に
、
口
に
薫
じ
心
に
薫
じ
て
、
知
ら
ざ
る
に
自
ら
無
量
万
徳
の
功
徳
香
気
あ

り
。
故
に
潜
に
仏
の
功
徳
の
気
分
を
備
う
。
こ
の
故
に
弥
陀
の
五
智
の
功
徳
を
信
知

し
て
、
名
号
を
称
念
す
れ
ば
、
本
覚
の
心
蓮
冥
に
漸
く
生
長
し
て
、
諸
法
無
生
甚
深

の
一
分
の
理
を
開
発
す
る
な
り
。
尤
も
こ
れ
を
貴
ぶ
べ
し
。
「
即
入
」
等
は
、
す
な

わ
ち
こ
れ
往
生
即
始
益
た
り
。
「
道
場
と
」
等
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
成
仏
即
終
益
た
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り
。

問
。
『
経
』
文
の
ご
と
き
は
、
先
づ
（
※
觀
經
）
「
当
坐
道
場
」
と
云
て
初
め

に
成
仏
の
果
を
説
き
、
次
に
（
※
觀
經
）
「
生
諸
仏
家
」
と
云
て
後
に
往
生
の
益
を

挙
ぐ
。
今
の
釈
前
後
相
違
如
何
。
答
。
『
経
』
は
従
果
向
因
の
義
に
依
り
、
釈
は
従

因
至
果
の
意
を
存
す
。
影
略
互
顕
、
そ
の
義
炳
然
な
り
。
（
已
上
全
文
）

（
浄
真
聖
四
・
一
一
四
六
～
一
一
四
七
）

問
う
。
始
益
終
益
、
異
時
た
る
か
。
同
時
た
る
か
。

答
う
。
六
要
三
本
（
四
）
に
云
く
、

も
し
差
別
門
に
依
ら
ば
且
く
分
証
に
約
す
べ
し
（
乃
至
）
も
し
平
等
門
に
依
ら
ば
す

な
わ
ち
極
果
に
約
す
べ
し
。
往
生
・
成
仏
始
終
の
益
な
り
と
雖
も
、
時
に
前
後
な
し
、

是
れ
同
時
な
る
が
故
に
。
（
已
上
）

（
浄
真
全
四
・
一
一
三
四
）

こ
の
釈
の
片
言
を
も
っ
て
獄
を
断
ず
べ
き
の
み
。
い
わ
ん
や
今
文
従
果
向
因
等
を
云
う

か
。
偈
に
曰
く
、
「
是
人
名
分
陀
利
華
」
、
讃
に
云
く
「
希
有
最
勝
人
と
ほ
め

正
念
を

う
と
は
さ
だ
め
た
れ
」
（
註
釈
版
五
九
二
）
と
。
実
に
感
戴
す
べ
き
か
な
。

[
485a

]

三
に
私
釈
に
三
。
初
に
章
の
大
意
を
釈
す
。
二
に
五
種
の
誉
を
釈
す
。
三

に
種
々
の
益
を
釈
す
。
初
に
章
の
大
意
を
釈
す
に
二
。
初
に
問
、
二
に
答
。
今
は
初
。

私
問
曰
経
止

嘆
念
仏
乎

（

私
に
問
ひ
て
曰
は
く
、
経
に
は
、
若
し
仏
を
念
ぜ
む
者
、
当
に
知
る
べ
し
、
此
の
人

等
と
云
ふ
は
、
唯
念
仏
者
に
約
し
て
之
を
讃
歎
す
。
釈
の
家
何
の
意
有
り
て
か
、
実
に
雑

善
の
比
類
と
為
る
こ
と
を
得
る
に
非
ず
と
云
ひ
て
、
雑
善
に
相
対
し
て
独
り
念
仏
を
歎
む

る
や
。
）

文
に
就
い
て
こ
れ
を
求
む
に
約
対
の
義
な
し
。
故
に
こ
の
問
あ
り
。

二
に
答

答
曰
文
中
止

余
善
諸
行

（
答
へ
て
曰
は
く
、
文
の
中
に
隠
れ
た
り
と
雖
も
、
義
意
是
明
ら
け
し
。
知
る
所
以
は
、
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此
の
経
既
に
定
散
の
諸
善
并
び
に
念
仏
の
行
を
説
き
て
、
其
の
中
に
於
て
孤
り
念
仏
を
標

し
て
芬
陀
利
に
喩
ふ
。
雑
善
に
待
す
る
に
非
ず
は
、
云
何
が
能
く
念
仏
の
功
の
余
善
諸
行

に
超
え
た
る
こ
と
を
顕
さ
む
。
）

楷
定
の
意
に
依
ら
ば
、
比
況
皆
存
す
。
故
に
今
巧
み
に
約
対
釈
義
を
作
す
。
念
仏
の
利

益
を
助
顕
す
る
の
み
。

二
に
五
種
の
誉
を
釈
す
に
三
。
初
に
総
じ
て
五
種
を
釈
す
。
二
に
別
し
て
上
上
を
釈

す
。
三
に
下
を
も
っ
て
上
を
難
ず
。
今
は
初
。

然
則
念
仏
止

而
所
褒
也

（
然
れ
ば
則
ち
念
仏
者
は
即
ち
是
人
中
の
好
人
と
は
、
是
悪
に
待
し
て
美
む
る
所
な
り
。

人
中
の
妙
好
人
と
言
ふ
は
、
是
麁
悪
に
待
し
て
称
す
る
所
な
り
。
人
中
の
上
上
人
と
言
ふ

は
、
是
下
下
に
待
し
て
讃
む
る
所
な
り
。
人
中
の
希
有
人
と
言
ふ
は
、
是
常
有
に
待
し
て

歎
む
る
所
な
り
。
人
中
の
最
勝
人
と
言
ふ
は
、
是
最
劣
に
待
し
て
褒
む
る
所
な
り
。
）

今
試
み
に
略
し
て
五
種
の
名
義
を
解
す
。

「
好
人
」
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
好
醜
対
。
觸
光
柔
軟
故
に
好
と
言
う
。
妙
と
は
す
な

わ
ち
妙
麤
対
。
香
光
荘
厳
故
に
。

問
う
。
文
に
香
義
な
し
。
今
何
ぞ
こ
れ
を
加
う
。

答
う
。
上
に
云
わ
ざ
る
か
。
「
か
の
染
香
人
の
身
に
そ
の
香
気
あ
る
が
ご
と
し
」
等
と
。

故
に
義
を
加
え
る
の
み
。

「
上
上
」
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
上
上
下
下
対
。
至
徳
具
足
故
に
。

「
希
有
」
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
希
常
対
。
極
難
信
法
を
信
受
す
る
が
故
に
。

「
最
勝
」
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
勝
劣
対
。
極
善
最
上
の
法
を
奉
行
す
る
が
故
に
。

二
に
別
し
て
上
上
を
釈
す
に
二
。
初
に
問
答
分
別
、
二
に
二
教
を
引
い
て
例
す
。
初

の
問
答
分
別
に
二
。
初
は
問
、
二
に
答
、
今
は
初
。

[
485b

]

問
曰
既
以
止

説
念
仏
乎

（
問
ひ
て
曰
は
く
、
既
に
念
仏
を
以
て
上
上
と
名
づ
け
ば
、
何
が
故
ぞ
、
上
上
品
の
中
に

説
か
ず
し
て
下
下
品
に
至
り
て
念
仏
を
説
く
や
。
）
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問
意
見
る
べ
し
。
文
に
就
い
て
難
を
起
こ
す
。

二
に
答
。

答
曰
豈
前
止

最
上
之
法

（
答
へ
て
曰
は
く
、
豈
前
に
云
は
ず
や
。
念
仏
の
行
は
広
く
九
品
に
亙
る
と
。
即
ち
前
に

引
く
所
の
往
生
要
集
に
、
其
の
勝
劣
に
随
ひ
て
九
品
を
分
つ
べ
し
と
云
ふ
是
な
り
。
加
之

下
品
下
生
は
是
五
逆
重
罪
の
人
な
り
。
而
る
に
能
く
逆
罪
を
除
滅
す
る
こ
と
、
余
行
の
堪

へ
ざ
る
所
な
り
。
唯
念
仏
の
力
の
み
有
り
て
、
能
く
重
罪
を
滅
す
る
に
堪
へ
た
り
。
故
に

極
悪
最
下
の
人
の
為
に
極
善
最
上
の
法
を
説
く
所
な
り
。
）

答
意
見
る
べ
し
。
義
に
依
り
て
通
と
な
す
。
な
か
ん
ず
く
「
為
極
」
等
の
釈
、
二
信
の

義
を
顕
す
。
希
奇
と
言
う
べ
し
。

二
に
二
教
を
引
き
て
例
す
に
二
。
初
に
顕
教
に
約
す
。
二
に
密
教
に
約
す
。
初
に
顕

教
に
約
す
に
二
。
初
に
正
引
、
二
に
会
釈
。
今
は
初
。

例
如
彼
無
止

即
不
能
治

（
例
す
る
に
、
彼
の
無
明
淵
澄
の
病
は
、
中
道
府
蔵
の
薬
に
非
ず
は
即
ち
治
す
る
こ
と
能

は
ざ
る
が
ご
と
し
。
）

「
無
明
」
は
こ
れ
法
、
「
淵
源
」
は
こ
れ
踰
。
二
惑
は
こ
れ
無
明
に
お
い
て
な
お
流
派

の
淵
源
に
お
い
て
の
ご
と
し
。

「
中
道
」
は
こ
れ
法
、
「
府
蔵
」
は
こ
れ
踰
。
空
仮
は
中
道
に
お
い
て
な
お
皮
肉
の
腑

臓
に
お
い
て
の
ご
と
し
。

二
に
会
釈
。

今
此
五
逆
止

何
治
此
病

（
今
此
の
五
逆
は
重
病
の
淵
源
な
り
。
亦
此
の
念
仏
は
霊
薬
の
府
蔵
な
り
。
此
の
薬
に
非

ず
は
、
何
ぞ
此
の
病
を
治
せ
む
。
）
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天
台
観
経
疏
に
云
く
、

こ
の
経
は
よ
く
五
逆
の
罪
を
滅
し
浄
土
に
往
生
せ
し
む
。
す
な
わ
ち
こ
れ
こ
の
経
の

大
力
用
な
り
。

妙
宗
釈
に
云
く
、

悪
の
重
き
も
の
と
は
五
逆
に
過
ぎ
た
る
は
な
し
。
こ
の
業
上
品
の
煩
悩
に
従
い
て
起

こ
る
。
無
間
の
苦
を
招
く
。
こ
の
経
の
大
力
よ
く
五
逆
こ
れ
ら
の
極
重
の
三
障
を
滅

し
、
す
な
わ
ち
浄
土
に
生
ず
。

等
と
。
か
く
の
ご
と
き
こ
の
釈
義
は
異
な
る
と
雖
も
宗
致
益
を
談
ず
る
に
全
く
同
じ
。

信
末
（
十
三
紙
）
に
云
く
、

そ
れ
仏
、
難
治
の
機
を
説
き
て
、
『
涅
槃
経
』
（
現
病
品
）
に
の
た
ま
は
く
、
「
迦
葉
、

世
に
三
人
あ
り
、
そ
の
病
治
し
が
た
し
。
一
つ
に
は
謗
大
乗
、
二
つ
に
は
五
逆
罪
、

三
つ
に
は
一
闡
提
な
り
。
か
く
の
ご
と
き
の
三
病
、
世
の
な
か
に
極
重
な
り
。
こ
と

ご
と
く
声
聞
・
縁
覚
・[

486a
]

菩
薩
の
よ
く
治
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
善
男
子
、

た
と
へ
ば
病
あ
れ
ば
か
な
ら
ず
死
す
る
に
、
治
す
る
こ
と
な
か
ら
ん
に
、
も
し
瞻
病

随
意
の
医
薬
あ
ら
ん
が
ご
と
し
。
も
し
瞻
病
随
意
の
医
薬
な
か
ら
ん
、
か
く
の
ご
と

き
の
病
、
さ
だ
め
て
治
す
べ
か
ら
ず
。
（
乃
至
）

こ
こ
を
も
つ
て
、
い
ま
大
聖
（
釈
尊
）
の
真
説
に
よ
る
に
、
難
化
の
三
機
、
難
治

の
三
病
は
、
大
悲
の
弘
誓
を
憑
み
、
利
他
の
信
海
に
帰
す
れ
ば
、
こ
れ
を
矜
哀
し
て

治
す
、
こ
れ
を
憐
憫
し
て
療
し
た
ま
ふ
。
た
と
へ
ば
醍
醐
の
妙
薬
の
、
一
切
の
病
を

療
す
る
が
ご
と
し
。
濁
世
の
庶
類
、
穢
悪
の
群
生
、
金
剛
不
壊
の
真
心
を
求
念
す
べ

し
。
本
願
醍
醐
の
妙
薬
を
執
持
す
べ
き
な
り
と
、
知
る
べ
し
。
（
已
上
）

（
註
釈
版
二
六
六
～
二
九
六
）

超
世
の
願
功
、
別
意
の
真
益
、
そ
れ
こ
こ
に
在
る
。

二
に
密
教
に
約
す
に
二
。
初
に
正
引
、
二
に
会
釈
。
初
の
正
引
に
二
。
初
に
標
題
、



- 32 -

二
に
正
文
、
今
は
初
。

故
弘
法
止

皆
悉
憶
持

（
故
に
弘
法
大
師
の
二
教
論
に
、
六
波
羅
蜜
経
を
引
き
て
云
は
く
、
第
三
に
法
宝
と
い
ふ

は
、
所
謂
過
去
無
量
の
諸
仏
所
説
の
正
法
、
及
び
我
が
今
の
所
説
な
り
。
所
謂
八
万
四
千

の
諸
の
妙
法
蘊
な
り
。
乃
至
有
縁
の
衆
生
を
調
伏
し
純
熟
し
て
、
阿
難
陀
等
の
諸
大
弟
子

を
し
て
、
一
た
び
耳
に
聞
き
て
皆
悉
く
憶
持
せ
し
む
。
）

す
な
わ
ち
下
巻
の
文
な
り
。

「
六
波
羅
蜜
経
」
と
は
、
具
さ
に
『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
多
経
』
を
云
う
。
十
巻
（
馨

函
入
）
、
般
若
訳
。

二
に
正
文
に
二
。
初
に
標
列
五
分
、
二
に
解
釈
五
分
。
今
は
初
。

摂
為
五
分
止

陀
羅
尼
門

（
摂
し
て
五
分
と
為
。
一
に
は
素
■
纜
、
二
に
は
毘
奈
耶
、
三
に
は
阿
毘
達
磨
、
四
に
は

般
若
波
羅
蜜
多
、
五
に
は
陀
羅
尼
門
な
り
。
）

初
の
三
は
小
乗
、
第
四
は
大
乗
、
第
五
は
密
乗
。
文
義
は
下
の
ご
と
し
。

二
に
解
釈
五
分
に
三
。
初
に
標
釈
、
二
に
別
釈
。
三
に
喩
顕
。
今
は
初
。

此
五
種
蔵
止

而
為
説
之

（
此
の
五
種
の
蔵
は
有
情
を
教
化
し
て
、
度
す
べ
き
所
に
随
ひ
て
為
に
之
を
説
く
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
別
釈
に
五
。
初
に
素
呾
纜
、
二
に
毘
奈
耶
、
三
に
阿
毘
達
磨
、
四
に
般[

486b
]

若
、
五
に
陀
羅
尼
。
今
は
初
。

若
彼
有
情
止

素
呾
纜
蔵

（
若
し
彼
の
有
情
、
山
林
に
処
せ
む
と
楽
う
て
、
常
に
閑
寂
に
居
し
て
静
慮
を
修
せ
む
者
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に
は
、
而
も
彼
の
為
に
素
呾
纜
蔵
を
説
く
。
）

経
蔵
は
定
を
詮
ず
る
。
文
相
解
す
べ
し
。

二
に
毘
奈
耶

若
彼
有
情
止

毘
奈
耶
蔵

（
若
し
彼
の
有
情
、
威
儀
を
楽
ひ
習
ひ
、
正
法
を
護
持
し
て
、
一
味
和
合
し
て
久
住
す
る

こ
と
を
得
し
め
む
に
は
、
而
も
彼
の
為
に
毘
奈
耶
蔵
を
説
く
。
）

律
蔵
は
戒
を
詮
ず
る
。
文
相
解
す
べ
し
。

三
に
阿
毘
達
磨

若
彼
有
情
止

毘
達
磨
蔵

（
若
し
彼
の
有
情
、
正
法
を
楽
ひ
て
説
き
、
性
相
を
分
別
し
、
循
環
研
覈
し
て
甚
深
を
究

竟
せ
む
に
は
、
而
も
彼
の
為
に
阿
毘
達
磨
蔵
を
説
く
。
）

論
蔵
は
慧
を
詮
ず
る
。
文
相
解
す
べ
し
。

四
に
般
若

若
彼
有
情
止

波
羅
蜜
多
蔵

（
若
し
彼
の
有
情
、
大
乗
真
実
の
智
慧
を
楽
ひ
習
ひ
て
、
我
法
執
着
の
分
別
を
離
れ
む
に

は
、
而
も
彼
の
為
に
般
若
波
羅
蜜
多
蔵
を
説
く
。
）

真
空
妙
有
、
八
不
中
道
、
諸
大
乗
教
を
悉
く
摂
め
る
。
こ
の
中
の
法
門
の
配
属
、
自
在

に
し
て
源
を
合
す
。
概
論
す
べ
か
ら
ず
。

五
に
陀
羅
尼

若
彼
有
情
止

陀
羅
尼
蔵
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（
若
し
彼
の
有
情
、
契
経
・
調
伏
・
対
法
・
般
若
を
受
持
す
る
こ
と
能
は
ず
、
或
い
は
復

有
情
、
諸
の
悪
業
を
造
ら
む
。
四
重
・
八
重
・
五
無
間
罪
・
謗
方
等
経
・
一
闡
提
等
の
種

種
の
重
罪
を
し
て
銷
滅
す
る
こ
と
を
得
し
め
、
速
や
か
に
解
脱
し
、
頓
く
涅
槃
を
悟
ら
し

め
む
に
は
、
而
も
彼
の
為
に
諸
の
陀
羅
尼
蔵
を
説
く
。
）

「
四
重
」
等
と
は
、
男
の
四
重
、
女
の
八
重
、
楞
厳
に
云
う
に
、
「
四
棄
八
棄
」
と
。

「
五
無
」
等
と
は
、
五
逆
罪
な
り
。

「
謗
方
」
等
と
は
、
誹
謗
罪
な
り
。

「
一
闡
」
等
と
は
、
涅
槃
二
十
二
に
云
く
、
「
一
闡
を
信
と
名
く
。
提
を
不
具
と
名
く
。

信
不
具
故
に
一
闡
提
と
名
く
」
と
。

「
使
得
」
等
と
は
、
そ
の
益
相
を
示
す
。
い
わ
ゆ
る
極
悪
最
下
の
機
の
た
め
に
極
善
最

上
の
法
を
説
く
も
の
な
り
。

三
に
喩
顕

此
五
法
蔵
止

法
身
（
已
上
）

（
此
の
五
蔵
は
、
譬
へ
ば
乳
・
酪
・
生
蘇
・
熟
蘇
及
び
妙
醍
醐
の
ご
と
し
。
契
経
は
乳
の

ご
と
く
、
調
伏
は
酪
の
ご
と
く
、
対
法
教
は
彼
の
生
蘇
の
ご
と
く
、
大
乗
般
若
は
猶
熟
蘇

の
ご
と
く
、
総
持
門
は
譬
へ
ば
醍
醐
の
ご
と
し
。
醍
醐
の
味
は
ひ
乳
・
酪
・
蘇
の
中
に
微

妙
第
一
な
り
。
能
く
諸
病
を
除
き
て
、
諸
の
有
情
を
し
て
身
心
安
楽
な
ら
し
む
。
総
持
門

は
契
経
等
の
中
に
最
も
第
一
と
為
。
能
く
重
罪
を
除
き
、
諸
の
衆
生
を
し
て
生
死
を
解
脱

し
て
速
や
か
に
涅
槃
安
楽
法
身
を
証
せ
し
む
と
。

已
上
）

喩
は
涅
槃
聖
行
品
に
出
し
て
云
々
。[
487a

]

密
家
釈
義
は
後
を
も
っ
て
密
宗
を
配
す
。

宗
に
判
あ
る
こ
と
概
論
す
べ
か
ら
ず
。
文
意
見
る
べ
し
。

三
に
会
釈

此
中
五
無
止

難
治
応
知

（
此
の
中
、
五
無
間
罪
は
是
五
逆
罪
な
り
。
即
ち
醍
醐
の
妙
薬
に
非
ず
は
、
五
無
間
の
病

甚
だ
療
し
難
し
と
為
。
念
仏
も
亦
然
な
り
。
往
生
の
教
の
中
に
念
仏
三
昧
は
是
総
持
の
ご

と
く
、
亦
醍
醐
の
ご
と
し
。
若
し
念
仏
三
昧
の
醍
醐
の
薬
に
非
ず
は
、
五
逆
深
重
の
病
は
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甚
だ
治
し
難
し
と
為
、
知
る
べ
し
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
近
く
は
諦
忍
あ
り
。
念
仏
無
上
醍
醐
篇
、
及
び
醍
醐
念
仏
秘
要
蔵
と

作
す
。
い
ま
だ
弘
願
の
堂
奥
に
達
す
こ
と
あ
た
わ
ず
と
い
え
ど
も
、
傍
讃
の
功
、
ほ
と
ん

ど
真
に
逼
る
。
大
い
に
近
世
の
諸
の
密
家
師
の
拙
者
と
異
な
る
か
。

三
に
下
を
も
っ
て
上
を
難
ず
に
二
。
初
に
問
。
二
に
答
。
今
は
初
。

問
曰
若
爾
止

説
念
仏
乎

（
問
ひ
て
曰
は
く
、
若
し
爾
ら
ば
下
品
上
生
は
是
十
悪
軽
罪
の
人
な
り
。
何
が
故
ぞ
念
仏

を
説
く
や
。
）

問
の
意
見
る
べ
し
。

二
に
答
に
二
。
初
に
一
往
に
約
す
。
二
に
再
往
に
約
す
。
初
に
一
往
に
約
す
に
三
。

初
に
念
仏
の
深
徳
、
二
に
諸
行
の
浅
徳
、
三
に
喩
顕
。
今
は
初
。

答
曰
念
仏
止

況
軽
罪
哉

（
答
へ
て
曰
は
く
、
念
仏
三
昧
は
重
罪
尚
滅
す
。
何
に
況
や
軽
罪
を
や
。
）

答
の
意
見
る
べ
し
。

二
に
諸
行
の
浅
徳

余
行
不
然
止

而
不
消
二

（
余
行
は
然
ら
ず
。
或
い
は
軽
を
滅
し
て
重
を
滅
せ
ざ
る
有
り
。
或
い
は
一
を
消
し
て
二

を
消
さ
ざ
る
有
り
。
）

念
仏
諸
善
比
挍
対
論
に
、
浅
深
勝
劣
何
止
五
三
、
具
さ
に
四
十
八
対
等
の
ご
と
し
。
応

の
ご
と
く
知
る
べ
し
。

三
に
喩
顕
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念
仏
不
然
止

為
王
三
昧

（
念
仏
は
然
ら
ず
。
軽
重
兼
ね
滅
す
、
一
切
遍
く
治
す
。
譬
へ
ば
阿
伽
陀
薬
の
遍
く
一
切

の
病
を
治
す
る
が
ご
と
し
。
故
に
念
仏
を
以
て
王
三
昧
と
為
。
）

「
阿
伽
陀
」
と
は
、
弘
決
一
に
云
く
、

華
厳
経
に
云
く
、
「
阿
伽
陀
薬
の
衆
生
見
る
も
の
は
衆
病
失
除
す
」
と
。
名
義
集
に

云
く
、
「
阿
伽
陀[

487b
]

、
こ
れ
普
法
と
云
う
。
よ
く
衆
病
を
去
る
」
と
。
『
心
地

観
経
』
に
云
く
、
「
善
男
子
、
阿
伽
陀
薬
の
よ
く
衆
病
を
療
す
る
が
ご
と
く
、
も
し

病
の
あ
る
者
は
眼
に
こ
れ
必
ず
差
す
。
そ
の
病
す
で
に
愈
え
、
薬
は
病
に
随
い
除
く
」

と
（
已
上
）

「
王
三
昧
」
と
は
、
華
厳
に
云
く
、
「
一
切
三
昧
中
の
王
故
に
」
等
と
。

凡
九
品
配
止

八
十
一
品
也

（
凡
そ
九
品
の
配
当
は
是
一
往
の
義
な
り
。
五
逆
の
廻
心
上
上
に
通
ず
。
読
誦
の
妙
行
亦

下
下
に
通
ず
。
十
悪
の
軽
罪
、
破
戒
の
次
罪
各
上
下
に
通
じ
、
解
第
一
義
、
発
菩
提
心
亦

上
下
に
通
ず
。
一
法
に
各
九
品
有
り
。
若
し
品
に
約
せ
ば
即
ち
九
九
八
十
一
品
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
無
尽
数
に
約
す
。

加
之
迦
才
止

莫
起
封
執

（
加
之
迦
才
の
云
は
く
、
衆
生
行
を
起
す
に
既
に
千
殊
有
り
。
往
生
し
て
土
迦
見
る
こ
と

亦
万
別
有
り
と
。
一
往
の
文
を
見
て
封
執
を
起
す
こ
と
莫
れ
。
）

浄
土
論
の
上
巻
文
な
り
。

三
に
種
々
の
益
を
明
か
す
に
二
。
初
に
正
し
く
諸
益
を
明
か
す
。
二
に
上
の
諸
益
を

結
す
。
初
の
正
し
く
諸
益
を
明
か
す
に
二
。
初
に
現
当
の
益
を
明
か
す
。
二
に
始
修
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（
※
終
）

の
益
を
明
か
す
。
初
に
現
当
の
益
を
明
か
す
に
三
。
初
に
現
益
、
二
に
当

益
、
三
に
結
嘆
。
初
の
現
益
に
二
。
初
に
称
讃
の
益
、
二
に
護
念
の
益
。
今
は
初
。

其
中
念
仏
止

譬
意
応
知

（
其
の
中
に
念
仏
は
是
即
ち
勝
行
な
り
。
故
に
芬
陀
利
を
引
き
て
、
以
て
其
の
喩
譬
と
為
。

意
知
る
べ
し
。
）

い
わ
ゆ
る
諸
仏
称
讃
の
益
な
り
。

二
に
護
念
の
益

加
之
念
仏
止

余
行
不
爾

（
加
之
念
仏
行
者
を
ば
観
音
・
勢
至
、
影
と
形
と
の
ご
と
く
暫
く
も
捨
離
せ
ず
。
余
行
は

爾
ら
ず
。
）

い
わ
ゆ
る
冥
衆
護
持
の
益
な
り
。

二
に
当
益

又
念
仏
者
止

余
行
不
定

（
又
念
仏
者
は
、
命
を
捨
て
已
り
て
後
決
定
し
て
極
楽
世
界
に
往
生
す
。
余
行
は
不
定
な

り
。
）

こ
こ
を
捨
て
か
し
こ
に
生
ず
る
当
益
の
相
な
り
。

三
に
結
嘆

[
488a

]

凡
流
五
種
止

是
当
益
也

（
凡
そ
五
種
の
嘉
誉
を
流
し
、
二
尊
の
影
護
を
蒙
る
、
此
は
是
現
益
な
り
。
亦
浄
土
に
往

生
し
て
、
乃
至
仏
に
成
る
、
此
は
是
当
益
な
り
。
）

「
流
五
」
等
と
は
、
称
讃
の
益
を
結
ぶ
。
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「
蒙
二
」
等
と
は
、
護
持
の
益
を
結
ぶ
。

「
亦
往
」
等
と
は
、
往
生
の
益
を
結
ぶ
。

二
に
始
終
の
益
を
明
か
す
に
二
。
初
に
総
標
、
二
に
集
を
引
く
。
今
は
初
。

又
道
綽
禅
師
止

始
終
両
益

（
又
道
綽
禅
師
念
仏
の
一
行
に
於
て
始
終
の
両
益
を
立
つ
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
集
を
引
く
に
二
。
初
に
始
益
、
二
に
終
益
。
今
は
初
。

安
楽
集
云
止

此
名
始
益

（
安
楽
集
に
云
は
く
、
念
仏
の
衆
生
を
摂
取
し
て
捨
て
た
ま
は
ず
、
寿
尽
き
て
必
ず
生
ず
。

此
を
始
益
と
名
づ
く
。
）

心
光
常
護
の
益

な
り
。二

に
終
益

言
終
益
者
止

其
終
益
也
（
已
上
）

（
終
益
と
言
ふ
は
、
観
音
授
記
経
に
依
る
に
、
阿
弥
陀
仏
世
に
住
す
る
こ
と
長
久
に
し
て
、

兆
載
永
劫
に
亦
滅
度
し
た
ま
ふ
こ
と
有
り
。
般
涅
槃
の
時
、
唯
観
音
・
勢
至
有
り
て
、
安

楽
に
住
持
し
、
十
方
を
接
引
す
。
其
の
仏
の
滅
度
亦
住
世
と
時
節
等
同
な
り
。
然
る
に
彼

の
国
の
衆
生
は
、
一
切
、
仏
を
覩
見
す
る
者
有
る
こ
と
無
し
。
唯
一
向
に
専
ら
阿
弥
陀
仏

を
念
じ
て
往
生
す
る
者
の
み
有
り
て
、
常
に
弥
陀
は
現
に
在
し
て
滅
し
た
ま
は
ず
と
見
る
。

此
は
即
ち
是
其
の
終
益
な
り
。
已
上
）

真
土
化
生
主
伴
不
二
の
妙
益
な
り
。

二
に
上
の
諸
益
を
結
す
る
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当
知
念
仏
止

両
益
応
知

（
当
に
知
る
べ
し
。
念
仏
は
此
く
の
ご
と
き
等
の
現
当
二
世
、
始
終
の
両
益
有
り
、
知
る

べ
し
。
）

「
現
当
」
等
と
は
、
現
当
益
の
始
終
を
結
ぶ
。

【
科
段
⑧
（
随
文
釈
）
】

十
一
に
約
対
章

標
章

引
文

経疏
文

私
釈

意
の
大
意
を
釈
す
。

問答

五
種
の
誉
を
釈
す

総
じ
て
五
種
を
釈
す

別
し
て
上
上
を
釈
す

問
答
分
別

問答

二
教
を
引
い
て
例
す

顕
教
に
約
す

正
引

会
釈

密
教
に
約
す

正
引

標
題

正
文

標
列
五
分
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解
釈
五
分

標
釈

別
釈

素
呾
纜

毘
奈
耶

阿
毘
達
磨

般
若

陀
羅
尼

喩
顕

会
釈

下
を
も
っ
て
上
を
難
ず

問答

一
往
に
約
す

念
仏
の
深
徳

諸
行
の
浅
徳

喩
顕

再
往
に
約
す

九
九
数
に
約
す

無
尽
数
に
約
す

種
々
の
益
を
明
か
す
。

正
し
く
諸
益
を
明
か
す

現
当
の
益
を
明
か
す

現
益

称
讃
の
益

護
念
の
益

当
益

結
嘆

始
終
の
益
を
明
か
す

総
標

集
を
引
く

始
益

終
益
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上
の
諸
益
を
結
す

十
二
に
付
属
章
に
三
。
初
に
標
章
、
二
に
引
文
、
三
に
私
釈
。
今
は
初
。

釈
尊
不
付
止

阿
難
之
文

（
【12

】
釈
尊
定
散
の
諸
行
を
付
属
せ
ず
、
た
だ
念
仏
を
も
つ
て
阿
難
に
付
属
し
た
ま
ふ

文
。
）

今
章
の
来
意
、
上
に
准
じ
て
二
義
。

も
し
文
に
約
さ
ば
、
『
観
経
』
六
文
の
第
六
な
り
。

も
し
義
に
約
さ
ば
、
利
益
七
文
の
第
三
な
り
。

「
付
属
章
」
と
は
、
あ
る
い
は
（
決
疑
）
「
付
属
仏
名
篇
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
大

綱
）
「
付
属
阿
難
篇
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
要
義
）
「
付
属
念
仏
章
」
と
云
い
、
あ
る

い
は
（
鵜
木
私
集
聞
香
）
「
付
属
章
」
と
云
う
。
今
は
ま
た
略
に
従
う
。

「
付
属
」
と
は[

488b
]

妙
句
十
の
一
に
依
り
て
云
く
、

付
属
の
文
に
四
と
な
す
。
一
に
称
嘆
付
属
、
二
に
結
要
付
属
、
三
に
勧
奨
付
属
、
四

に
釈
付
属
意
（
神
力
品
よ
り
出
す
）

今
は
ま
た
准
じ
て
解
す
。
大
本
の
弥
勒
付
属
の
文
の
云
々
は
、
称
嘆
付
属
な
り
。
今
章

の
云
々
は
、
結
要
付
属
な
り
。
ま
た
大
本
に
云
う
「
設
有
大
火
」
等
と
は
、
勧
奨
付
属
な

り
。
ま
た
「
も
し
衆
生
あ
り
て
こ
の
経
を
聞
く
も
の
は
、
無
上
道
に
お
い
て
つ
ひ
に
退
転

せ
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
ま
さ
に
専
心
に
信
受
し
、
持
誦
し
、
説
行
す
べ
し
」
と
云
い
、
あ
る

い
は
「
特
留
此
経
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
「
当
座
道
場
」
（
註
釈
版
一
一
七
）
等
と
云
う

は
、
み
な
付
属
の
意
に
釈
す
る
な
り
。

化
本
に
（
二
十
二
紙
）
に
云
く
、
「
『
観
経
』
に
の
た
ま
は
く
、
「
仏
阿
難
に
告
げ
た
ま

は
く
」
（
註
釈
版
四
〇
一
）
等
、
ま
た
云
く
、
「
〈
仏
告
阿
難
汝
好
持
是
語
〉
よ
り
」
（
註

釈
判
版
四
〇
三
）
已
下
等
な
り
。

問
う
。
こ
の
文
の
至
要
、
何
ぞ
化
に
属
す
や
。

答
う
。
名
号
定
散
対
意
な
り
。
経
は
隠
顕
に
亘
る
。
疏
文
も
ま
た
し
か
り
。
か
の
所
引

の
ご
と
し
。
け
だ
し
顕
意
の
み
。
意
に
逆
ら
っ
て
領
会
す
。



- 42 -

二
に
引
文
に
二
。
初
に
経
文
、
二
に
疏
文
。
今
は
初
。

観
無
量
寿
止

無
量
寿
仏
名

（

『
観
無
量
寿
経
』
に
の
た
ま
は
く
、
「
仏
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
、
〈
な
ん
ぢ
よ

く
こ
の
語
を
持
て
。
こ
の
語
を
持
て
と
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
無
量
寿
仏
の
名
を
持
て
と
な

り
〉
」
と
。
）

経
は
流
通
文
な
り
。

二
に
疏

同
経
疏
云
止

弥
陀
仏
名

（

同
経
の
『
疏
』
（
散
善
義
）
に
い
は
く
、
「
〈
仏
告
阿
難
汝
好
持
是
語
〉
と
い
ふ
よ
り

以
下
は
、
ま
さ
し
く
弥
陀
の
名
号
を
付
属
し
て
、
遐
代
に
流
通
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
上

よ
り
こ
の
か
た
定
散
両
門
の
益
を
説
く
と
い
へ
ど
も
、
仏
の
本
願
に
望
む
る
に
、
意
、
衆

生
を
し
て
一
向
に
も
つ
ぱ
ら
弥
陀
仏
の
名
を
称
せ
し
む
る
に
あ
り
」
と
。
）

漢
語
灯
（
十
八
丁
右
）
に
云
く
、

一
時
師
語
り
て
曰
く
、
一
日
予
月
輪
禅
閣
の
館
に
遊
ぶ
。
た
ま
た
ま
山
僧
某
と
会
す
。

僧
予
に
問
て
曰
く
、
「[

※
聞
く
、
公]

浄
土
宗
を
立
て
る
と
、
し
か
り
や
」
。[
※
予]

答
え
て
曰
く
「
し
か
る
な
り
」
。
ま
た
問
う
。
「
何
れ
の
経
論
に
依
り
て
こ
れ
を
立

つ
る
や
」
。
答
え
て
曰
く
、
「
善
導
の
観
経
疏
中
付
属
の
釈
文
に
依
り
て
こ
れ
を
立

つ
」
と
。
僧
云
（
※
曰
）

く
、
「
そ
れ
宗
義
を
立
て
る
に
何
ぞ
た
だ
一[

489a
]

文
に

依
る
や
」
。
予
微
笑
し
て
答
え
ず
。
か
の
僧
山
に
還
り
て
、
宝
池
の
真
公
に
語
り
て

曰
く
、
「
空
公
わ
が
問
い
を
得
て
答
え
る
こ
と
あ
た
わ
ず
」
と
。
真
公
曰
く
、
「
空

公
答
え
ざ
る
は
、
あ
た
わ
ざ
る
に
は
あ
ら
ず
。
答
に
足
ら
ざ
る
を
も
っ
て
の
故
な
り
。

空
公
は
わ
が
台
宗
に
お
い
て
す
で
に
達
人
た
り
。
か
つ
広
く
諸
宗
に
陟
亘
し
て
、
神

智
高
邁
な
り
。
子
也
自
ら
問
う
所
の
浅
薄
を
料
て
、
あ
え
て
空
公
を
軽
蔑
す
る
こ
と

な
か
れ
」
と
。

（
拾
遺
語
灯
録
、
浄
土
宗
全
書
九
・
四
六
二
）
（
※
参
照

浄
真
全
六
・
三
八
七
）
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三
に
私
釈
に
二
。
初
に
標
列
、
二
に
解
釈
。
今
は
初
。

私
云
案
疏
止

二
念
仏

（

わ
た
く
し
に
い
は
く
、
『
疏
』
（
散
善
義
）
の
文
を
案
ず
る
に
二
行
あ
り
。
一
に
は

定
散
、
二
に
は
念
仏
な
り
。
）

い
わ
ゆ
る
名
号
定
散
対
な
り
。

二
に
解
釈
に
二
。
初
に
定
散
、
二
に
念
仏
。
初
の
定
散
に
三
。
初
に
標
列
、
二
に
解

釈
、
三
に
結
文
。
今
は
初
。

初
言
定
散
止

二
散
善

（
初
め
に
定
散
と
い
ふ
は
ま
た
分
ち
て
二
と
な
す
。
一
に
は
定
善
、
二
に
は
散
善
な
り
。
）

外
は
す
な
わ
ち
八
万
四
千
の
仮
門
、
内
は
す
な
わ
ち
定
散
二
善
の
要
門
。
名
異
体
同
に

し
て
、
な
ら
ん
で
こ
れ
修
諸
功
徳
の
派
な
り
。

二
に
解
釈
に
二
。
初
に
定
善
、
二
に
散
善
。
初
の
定
善
に
二
。
初
に
十
三
観
を
明
か

す
。
二
に
そ
の
益
相
を
明
か
す
。
今
は
初
。

初
付
定
散
止

具
如
経
説

（
初
め
に
定
善
に
つ
き
て
、
そ
の
十
三
あ
り
。
一
に
は
日
想
観
、
二
に
は
水
想
観
、
三
に

は
地
想
観
、
四
に
は
宝
樹
観
、
五
に
は
宝
池
観
、
六
に
は
宝
楼
閣
観
、
七
に
は
華
座
観
、

八
に
は
像
想
観
、
九
に
は
阿
弥
陀
仏
観
、
十
に
は
観
音
観
、
十
一
に
は
勢
至
観
、
十
二
に

は
普
往
生
観
、
十
三
に
は
雑
想
観
な
り
。
つ
ぶ
さ
に
経
説
の
ご
と
し
。
）

玄
義
に
云
く
、

一
に
は
依
報
、
二
に
は
正
報
な
り
。
（
止
）
ま
た
依
報
と
い
ふ
は
、
日
観
よ
り
下
華

座
観
に
至
る
こ
の
か
た
は
、
総
じ
て
依
報
を
明
か
す
。
こ
の
依
報
の
な
か
に
つ
き
て

す
な
は
ち
通
あ
り
別
あ
り
。
別
と
い
ふ
は
、
華
座
の
一
観
は
こ
れ
そ
の
別
依
な
り
、
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た
だ
弥
陀
仏
に
属
す
。
余
の
上
の
六
観
は
こ
れ
そ
の
通
依
な
り
、
す
な
は
ち
法
界
の

凡
聖
に
属
す
。
た
だ
生
ず
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
と
も
に
同
じ
く
受
用
す
。
ゆ
ゑ
に
通

と
い
ふ
。
ま
た
こ
の
六
の
な
か
に
つ
き
て[

489b
]

す
な
は
ち
真
あ
り
仮
あ
り
。
仮

と
い
ふ
は
す
な
は
ち
日
想
・
水
想
・
氷
想
等
、
こ
れ
そ
の
仮
依
な
り
。
こ
れ
こ
の
界

中
の
相
似
可
見
の
境
相
な
る
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。
真
依
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
瑠

璃
地
よ
り
下
宝
楼
観
に
至
る
こ
の
か
た
は
、
こ
れ
そ
の
真
依
な
り
。
こ
れ
か
の
国
の

真
実
無
漏
の
可
見
の
境
相
な
る
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。
二
に
は
正
報
の
な
か
に
つ
き

て
ま
た
そ
の
二
あ
り
。
一
に
は
主
荘
厳
、
す
な
は
ち
阿
弥
陀
仏
こ
れ
な
り
。
二
に
は

聖
衆
荘
厳
、
す
な
は
ち
現
に
か
し
こ
に
あ
る
衆
お
よ
び
十
方
法
界
同
生
の
も
の
こ
れ

な
り
。
ま
た
こ
の
正
報
の
な
か
に
つ
き
て
ま
た
通
あ
り
別
あ
り
。
別
と
い
ふ
は
す
な

は
ち
阿
弥
陀
仏
こ
れ
な
り
。
す
な
は
ち
こ
の
別
の
な
か
に
ま
た
真
あ
り
仮
あ
り
。
仮

正
報
と
い
ふ
は
す
な
は
ち
第
八
の
像
観
こ
れ
な
り
。
観
音
・
勢
至
等
も
ま
た
か
く
の

ご
と
し
。
（
止
）
真
正
報
と
い
ふ
は
す
な
は
ち
第
九
の
真
身
観
こ
れ
な
り
。
（
止
）

通
正
報
と
い
ふ
は
す
な
は
ち
観
音
聖
衆
等
以
下
こ
れ
な
り
。（

註
釈
版
七
・
三
〇
二
）

二
に
そ
の
益
相
を
明
か
す
。

縦
雖
無
余
止

敢
莫
疑
慮

（
た
と
ひ
余
行
な
し
と
い
へ
ど
も
、
あ
る
い
は
一
、
あ
る
い
は
多
、
そ
の
所
堪
に
随
ひ
て

十
三
観
を
修
し
て
往
生
を
得
べ
し
。
そ
の
旨
『
経
』
（
観
経
）
に
見
え
た
り
。
あ
へ
て
疑

慮
す
る
こ
と
な
か
れ
。
）

隠
顕
真
化
は
応
ず
る
が
ご
と
く
知
る
べ
し
。

二
に
散
善
に
二
。
初
に
標
列
、
二
に
解
釈
。
今
は
初
。

次
付
散
善
止

二
者
九
品

（

次
に
散
善
に
つ
き
て
二
あ
り
。
一
に
は
三
福
、
二
に
は
九
品
な
り
。
）

三
福
の
正
因
は
栗
の
蔵
に
あ
る
が
ご
と
し
。
九
品
の
正
行
は
苗
の
田
に
植
え
る
が
ご
と

し
。
体
一
相
異
に
し
て
、
比
挍
知
る
べ
し
。
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二
に
解
釈
に
二
。
初
に
三
福
、
二
に
九
品
。
初
の
三
福
に
二
。
初
に
経
文
を
挙
ぐ
、

二
に
文
に
随
い
て
解
す
。
今
は
初
。

初
三
福
者
止

（
已
上
経
文
）

（
初
め
の
三
福
と
は
、
『
経
』
（
同
）
に
の
た
ま
は
く
、
「
一
に
は
孝
養
父
母
、
奉
事
師
長
、

慈
心
不
殺
、
修
十
善
業
。
二
に
は
受
持
三
帰
、
具
足
衆
戒
、
不
犯
威
儀
。
三
に
は
発
菩
提

心
、
深
信
因
果
、
読
誦
大
乗
、
勧
進
行
者
な
り
」
と
。
｛
以
上
経
文
｝
）

第
一
は
世
福
、
第
二
は
戒
福
、
第
三
は
行
福
。[

490a
]

応
ず
る
が
ご
と
く
こ
れ
を
思

え
。

二
に
随
文
解
に
九
。
初
に
孝
養
父
母
等
、
二
に
悲
心
不
殺
等
、
三
に
受
持
三
帰
、
四

に
具
足
衆
戒
、
五
に
不
犯
威
儀
、
六
に
発
菩
提
心
、
七
に
深
信
因
果
、
八
に
読
誦
大

乗
、
九
に
勧
進
行
者
。
初
の
孝
養
父
母
等
に
二
。
初
に
正
釈
、
二
に
結
益
。
初
の
正

釈
に
二
。
初
に
孝
養
父
母
、
二
に
奉
事
師
長
、
初
の
孝
養
父
母
に
二
。
初
に
標
列
、

二
に
解
釈
。
今
は
初
。

孝
養
父
母
止

出
世
孝
養
也

（
「
孝
養
父
母
」
と
は
、
こ
れ
に
つ
き
て
二
あ
り
。
一
に
は
世
間
の
孝
養
、
二
に
は
出
世

の
孝
養
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
解
釈

世
間
孝
養
止

縁
奉
仕
法

（
世
間
の
孝
養
と
は
『
孝
経
』
等
の
説
の
ご
と
し
。
出
世
の
孝
養
と
は
律
中
の
生
縁
奉
事

の
法
の
ご
と
し
。
）

「
孝
養
」
と
は
、
『
妙
楽
』
に
云
く
、
「
孝
は
孝
順
、
養
は
養
育
」
と
。

「
如
孝
」
等
と
は
、
前
漢
書
芸
文
志
に
云
く
、
「
孝
経
と
は
孔
子
の
曾
子
に
な
す
を
孝
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道
と
陳
ぶ
る
な
り
」
と
。

「
如
律
」
等
と
は
、
『
行
事
鈔
』
（
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
）
下
三
の
四
（
二
十
八
紙
）

に
「
生
縁
奉
訊
法
」
を
明
し
て
云
く
、

仏
言
わ
く
、
「
も
し
人
あ
り
て
百
年
の
中
、
右
肩
に
父
を
擔
ぎ
、
左
肩
に
母
を
擔
ぎ
、

上
に
大
小
の
便
利
、
世
の
珍
奇
の
衣
服
を
極
め
て
供
養
す
と
も
、
な
お
須
臾
の
恩
に

報
い
る
に
あ
た
わ
ず
。
し
た
が
っ
て
今
、
比
丘
の
尽
心
に
父
母
を
供
養
す
る
を
聴
く
。

し
か
ら
ず
ば
重
罪
を
得
る
。
」

（
大
正
四
〇
・
一
四
〇
下
）

二
に
奉
事
師
長
に
二
。
初
に
標
列
、
二
に
解
釈
。
今
は
初
。

奉
事
師
長
止

世
間
長
也

（
「
奉
事
師
長
」
と
は
、
こ
れ
に
つ
き
て
ま
た
二
あ
り
。
一
に
は
世
間
の
師
長
、
二
に
は

出
世
の
師
長
な
り
。
）

奉
は
奉
行
。

事
は
給
事
。

二
に
解
釈

[
490b

]

世
間
師
者
止

門
等
師
也

（
世
間
の
師
と
は
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
等
を
教
ふ
る
師
な
り
。
出
世
の
師
と
は
聖
道
・

浄
土
の
二
門
等
を
教
ふ
る
師
な
り
。
）

「
教
仁
」
等
と
は
、
出
世
を
戒
と
曰
う
。
世
間
を
常
（
五
常
）

と
曰
う
。

「
教
聖
」
と
は
知
る
べ
し
。

二
に
結
益

縦
雖
無
余
止

往
生
業
也

（
た
と
ひ
余
行
な
し
と
い
へ
ど
も
、
孝
養
・
奉
事
を
も
つ
て
往
生
の
業
と
な
す
な
り
。
）
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中
下
の
品
相
な
り
。

二
に
慈
心
不
殺
等
に
二
。
初
に
標
列
、
二
に
解
釈
。
今
は
初
。

慈
心
不
殺
止

此
有
二
義

（
「
慈
心
不
殺
、
修
十
善
業
」
と
は
、
こ
れ
に
つ
き
て
二
義
あ
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
解
釈
に
二
。
初
に
開
に
約
す
。
二
に
合
に
約
す
。
初
の
開
に
約
す
に
三
。
初
に

四
無
量
、
二
に
結
益
、
三
に
十
善
業
。
今
は
初
。

一
者
初
慈
心
止

摂
後
三
也

（
一
に
は
初
め
の
「
慈
心
不
殺
」
と
は
、
こ
れ
四
無
量
心
の
な
か
の
初
め
の
慈
無
量
な
り
。

す
な
は
ち
初
め
の
一
を
挙
げ
て
後
の
三
を
摂
す
る
な
り
。
）

慈
に
三
縁
あ
り
。
余
の
三
は
ま
た
し
か
り
。
浅
深
の
重
重
、
応
の
ご
と
く
こ
れ
を
思
え
。

二
に
結
益

縦
雖
無
余
止

往
生
業
也

（
た
と
ひ
余
行
な
し
と
い
へ
ど
も
、
四
無
量
心
を
も
つ
て
往
生
の
業
と
な
す
。
）

上
上
の
品
相
な
り
。

三
に
十
善
業

次
修
十
善
止

不
邪
見
也

（
次
に
「
修
十
善
業
」
と
は
、
一
は
不
殺
生
、
二
は
不
偸
盗
、
三
は
不
邪
婬
、
四
は
不
妄

語
、
五
は
不
綺
語
、
六
は
不
悪
口
、
七
は
不
両
舌
、
八
は
不
貪
、
九
は
不
瞋
、
十
は
不
邪

見
な
り
。
）
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上
上
の
品
相
な
り
。

二
に
合
に
約
し
て
二
。
初
は
正
釈
、
二
は
結
益
。
今
は
初
。

二
者
合
慈
止

之
一
句
也

（
二
に
は
「
慈
心
不
殺
、
修
十
善
業
」
の
二
句
を
合
し
て
一
句
と
な
す
と
は
、
い
は
く
初

め
の
「
慈
心
不
殺
」
は
、
こ
れ
四
無
量
の
な
か
の
慈
無
量
に
は
あ
ら
ず
。
こ
れ
十
善
の
初

め
の
不
殺
を
指
す
。
ゆ
ゑ
に
知
り
ぬ
、
ま
さ
し
く
こ
れ
十
善
の
一
句
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
結
益
。

[
491a

]

縦
雖
無
余
止

往
生
業

（
た
と
ひ
余
行
な
し
と
い
へ
ど
も
、
十
善
業
を
も
つ
て
往
生
の
業
と
な
す
。
）

上
上
の
品
相
な
り
。

三
に
受
持
三
帰
に
二
。
初
に
標
、
二
に
列
。
今
は
初
。

受
持
三
帰
止

就
此
有
二

（
「
受
持
三
帰
」
と
は
仏
法
僧
に
帰
依
す
る
な
り
。
こ
れ
に
つ
き
て
二
あ
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
列

一
者
大
乗
止

乗
三
帰
也

（
一
は
大
乗
の
三
帰
、
二
は
小
乗
の
三
帰
な
り
。
）

も
し
小
乗
に
約
す
れ
ば
中
二
の
品
相
。
も
し
大
乗
に
約
す
れ
ば
上
上
の
品
相
。

「
大
乗
三
帰
」
と
は
、
三
聚
十
重
等
の
戒
を
受
け
ん
が
た
め
に
、
通
じ
て
同
別
住
等
の
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三
宝
に
帰
す
。

「
小
乗
の
三
帰
」
と
は
、
五
八
十
具
等
の
戒
を
受
け
ん
が
た
め
に
、
先
に
理
体
の
化
相

・
住
持
三
宝
に
帰
す
。
応
の
ご
と
く
こ
れ
を
知
る
。

四
に
具
足
衆
戒
に
二
。
初
に
標
、
二
に
列
。
今
は
初
。

具
足
衆
戒
者
此
亦
有
二

（
「
具
足
衆
戒
」
と
は
、
こ
れ
に
二
あ
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
列

一
者
大
乗
止

小
乗
戒
也

（
一
は
大
乗
戒
、
二
は
小
乗
戒
な
り
。
）

上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。
序
分
義
に
云
く
、

「
具
足
衆
戒
」
と
い
ふ
は
、
し
か
る
に
戒
に
多
種
あ
り
。
あ
る
い
は
三
帰
戒
、
あ
る

い
は
五
戒
・
八
戒
・
十
善
戒
・
二
百
五
十
戒
・
五
百
戒
・
沙
弥
戒
、
あ
る
い
は
菩
薩

の
三
聚
戒
、
十
無
尽
戒
等
な
り
。
ゆ
ゑ
に
具
足
衆
戒
と
名
づ
く
。

（
註
釈
判
版
七
・
三
八
五
）

大
小
の
三
分
、
義
は
准
じ
て
知
る
べ
し
。

五
に
不
犯
威
儀
に
二
。
初
に
標
、
二
に
列
。
今
は
初

不
犯
威
儀
者
此
亦
有
二

（
「
不
犯
威
儀
」
と
は
、
こ
れ
に
ま
た
二
あ
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
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[
491b

]

一
者
大
乗
止

謂
有
三
千

（
一
は
大
乗
、
い
は
く
八
万
あ
り
。
二
は
小
乗
、
い
は
く
三
千
あ
り
。
）

「
三
千
」
は
威
儀
。

「
八
万
」
は
細
行
。

六
に
発
菩
提
心
に
二
。
初
は
正
釈
、
二
に
結
益
。
初
の
正
釈
に
三
。
初
に
諸
家
を
挙

ぐ
、
二
に
宗
家
を
示
す
。
三
に
通
勧
。
初
に
諸
家
を
挙
ぐ
に
二
。
初
に
総
じ
て
不
同

を
標
す
。
二
に
別
し
て
五
家
を
列
す
。
今
は
初
。

発
菩
提
心
止

意
不
同
也

（
「
発
菩
提
心
」
と
は
、
諸
師
の
意
不
同
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
別
し
て
五
家
を
列
す
に
四
。
初
に
天
台
、
二
に
真
言
、
三
に
華
厳
、
四
に
三
論

法
相
。
今
は
初
。

天
台
即
有
止

如
止
観
説

（
天
台
に
は
す
な
は
ち
四
教
の
菩
提
心
あ
り
。
い
は
く
蔵
・
通
・
別
・
円
こ
れ
な
り
。
つ

ぶ
さ
に
は
『
止
観
』
の
説
の
ご
と
し
。
）

止
観
一
の
二
（
四
十
七
）
の
意
に
謂
く
、
「
四
諦
は
各
四
、
生
滅
、
無
生
、
無
量
、
無

作
。
こ
こ
を
も
っ
て
境
と
な
す
。
道
心
に
ま
た
四
。
次
の
ご
と
く
蔵
通
別
円
な
り
」
。

二
に
真
言

真
言
即
有
止

提
心
論
説

（
真
言
に
は
す
な
は
ち
三
種
の
菩
提
心
あ
り
。
い
は
く
行
願
・
勝
義
・
三
摩
地
こ
れ
な
り
。

つ
ぶ
さ
に
は
『
菩
提
心
論
』
の
説
の
ご
と
し
。
）

「
論
一
巻
」
と
は
龍
樹
の
造
、
不
空
の
訳
。
意
に
謂
く
、
「
行
願
と
は
利
他
大
悲
、
俗



- 51 -

有
の
義
。
勝
義
と
は
自
利
大
智
、
真
空
の
義
。
三
摩
地
と
は
三
密
秘
観
。
本
有
大
定
・
悲

智
窮
極
・
即
身
成
仏
等
な
り
」
。

三
に
華
厳

[
492a

]

華
厳
亦
有
止

楽
道
等
説

（
華
厳
に
は
ま
た
菩
提
心
あ
り
。
か
の
『
菩
提
心
義
』
お
よ
び
『
遊
心
安
楽
道
』
等
の
説

の
ご
と
し
。
）

「
菩
提
心
義
」
と
は
、
『
続
開
元
録
』
下
に
云
く
、

『
発
菩
提
心
義
』
一
巻
（
六
紙
）
、
翻
経
講
論
は
大
徳
大
興
善
寺
の
沙
門
潜
真
勅
を

奉
じ
て
選
す
。
（
大
正
五
五
・
七
六
九
上
）

『
宋
僧
伝
』
五
（
十
八
）
の
潜
真
伝
に
云
く
、
「
述
菩
提
心
義
、
発
菩
提
心
義
、
各
一

巻
。
三
聚
浄
戒
及
び
十
善
法
戒
共
に
一
巻
」
等
と
。

す
な
わ
ち
今
指
す
所
こ
れ
な
り
。
安
然
の
詮
ず
る
所
の
菩
提
心
義
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

「
遊
心
安
楽
道
」
と
は
、
上
の
ご
と
く
新
羅
元
暁
の
撰
ず
る
所
な
り
。
意
に
謂
く
、
「
」

菩
提
に
二
あ
り
。
謂
く
随
事
純
理
等
な
り
」
。

四
に
三
論
法
相

三
論
法
相
止

章
疏
等
説

（
三
論
・
法
相
に
お
の
お
の
菩
提
心
あ
り
。
つ
ぶ
さ
に
は
か
の
宗
の
章
疏
等
の
説
の
ご
と

し
。
）

三
論
宗
の
ご
と
き
は
、
八
不
無
得
正
観
を
発
す
る
を
も
っ
て
菩
提
心
と
な
す
。

法
相
宗
の
ご
と
き
は
、
唯
識
中
道
正
理
に
住
す
る
を
も
っ
て
菩
提
心
と
な
す
。

「
章
疏
」
等
と
は
、
も
し
三
論
に
依
ら
ば
、
論
疏
及
び
諸
玄
等
こ
れ
な
り
。
も
し
法
相

に
依
ら
ば
、
述
記
及
び
義
林
等
な
り
。

二
に
宗
家
を
示
す
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又
有
善
導
止

具
如
疏
述

（
ま
た
善
導
の
所
釈
の
菩
提
心
あ
り
。
つ
ぶ
さ
に
は
『
疏
』
（
観
経
疏
）
に
述
ぶ
る
が
ご

と
し
。
）

序
分
義
に
云
く
、

三
に
「
発
菩
提
心
」
と
い
ふ
は
、
こ
れ
衆
生
の
欣
心
大
に
趣
く
。
浅
く
小
因
を
発
す

べ
か
ら
ず
。
広
く
弘
心
を
発
す
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
、
な
ん
ぞ
よ
く
菩
提
と
あ
ひ
会

す
る
こ
と
を
得
ん
と
い
ふ
こ
と
を
明
か
す
。
（
乃
至
）
ま
た
「
菩
提
」
と
い
ふ
は
す

な
は
ち
こ
れ
仏
果
の
名
な
り
。
ま
た
「
心
」
と
い
ふ
は
す
な
は
ち
こ
れ
衆
生
の
能
求

の
心
な
り
。
ゆ
ゑ
に
発
菩
提
心
と
い
ふ
。

（
註
釈
版
七
祖
篇
三
八
六
）

[
492b

]

三
に
通
勧

発
菩
提
心
止

之
菩
提
心

（
「
発
菩
提
心
」
、
そ
の
言
一
な
り
と
い
へ
ど
も
、
お
の
お
の
そ
の
宗
に
随
ひ
て
そ
の
義

不
同
な
り
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
「
菩
提
心
」
の
一
句
、
広
く
諸
経
に
亘
り
、
あ
ま
ね
く

顕
密
を
該
ね
た
り
。
意
気
博
遠
に
し
て
詮
測
沖
邈
な
り
。
願
は
く
は
も
ろ
も
ろ
の
行
者
、

一
を
執
し
て
万
を
遮
す
る
こ
と
な
か
れ
。
も
ろ
も
ろ
の
往
生
を
求
む
る
人
、
お
の
お
の
す

べ
か
ら
く
自
宗
の
菩
提
心
を
発
す
べ
し
。
）

「
博
」
は
謂
く
広
博
。

「
遠
」
は
謂
く
深
遠
。

横
に
十
方
に
遍
く
、
竪
に
三
世
を
貫
く
。
そ
の
徳
無
辺
な
る
が
故
に
。

「
詮
」
は
謂
く
言
詮
。

「
測
」
は
謂
く
測
度
。

「
沖
」
は
深
な
り
。

「
邈
」
は
遠
な
り
。
そ
の
相
深
遠
に
し
て
、
思
議
を
表
に
出
す
故
に
。

余
文
は
解
す
べ
し
。

三
に
益
を
結
ぶ
。
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縦
雖
無
余
止

往
生
業
也

（
た
と
ひ
余
行
な
し
と
い
へ
ど
も
、
菩
提
心
を
も
つ
て
往
生
の
業
と
な
す
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

七
に
深
信
因
果
に
二
。
初
に
標
釈
、
二
に
結
益
。
初
の
標
釈
に
四
。
初
に
標
列
、
二

に
略
釈
（
※
見
当
た
ら
な
い
）
、
三
に
広
釈
、
四
に
総
釈
。
今
は
初
。

深
信
因
果
止

大
小
乗
経
説

（
「
深
信
因
果
」
と
は
、
こ
れ
に
つ
き
て
二
あ
り
。
一
は
世
間
の
因
果
、
二
は
出
世
の
因

果
な
り
。
世
間
の
因
果
は
、
す
な
は
ち
六
道
の
因
果
な
り
。
『
正
法
念
経
』
の
説
の
ご
と

し
。
出
世
の
因
果
は
、
す
な
は
ち
四
聖
の
因
果
な
り
。
も
ろ
も
ろ
の
大
小
乗
経
の
説
の
ご

と
し
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

三
に
広
釈
に
二
。
初
に
標
、
而
に
釈
。
今
は
初
。

若
以
此
因
止

諸
家
不
同

（
も
し
こ
の
因
果
二
法
を
も
つ
て
あ
ま
ね
く
諸
経
を
摂
せ
ば
、
諸
家
不
同
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
釈

且
依
天
台
止

乗
因
果
也

（
し
ば
ら
く
天
台
に
よ
ら
ば
、
い
は
く
『
華
厳
』
は
仏
・
菩
薩
二
種
の
因
果
を
説
き
、
「
阿

含
」
は
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
の
因
果
を
説
き
、
方
等
の
諸
経
は
四
乗
の
因
果
を
説
く
。
「
般

若
」
の
諸
経
は
通
・
別
・
円
の
因
果
を
説
き
、
『
法
華
』
は
仏
因
仏
果
を
説
き
、
『
涅
槃
』

は
ま
た
四
乗
の
因
果
を
説
く
。
）
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「
謂
華
」
等
と
は
、
円
は
別
を
兼
ね
る
が
故
に
。

「
阿
含
」
等
と
は
、
た
だ
三
蔵
な
る
が
故
に
。

「
方
等
」
等
と
は
、
四
教
並
べ
て
対
す
る
が
故
に
。

「
般
若
」
等
と
は
、
円
は
通
別
に
帯
す
る
が
故
に
。

「
法
華
」
等
と
は
、
純
円
独
妙
な
る
が
故
に
。

「
涅
槃
」
等
と
は
、
追
説
追
泯
な
る
が
故
に
。

四
に
総
結
（
※
総
釈
）

[
493a

]

然
則
深
信
止

於
一
代
矣

（
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
「
深
信
因
果
」
の
言
、
あ
ま
ね
く
一
代
を
該
ね
羅
ね
た
り
。
）

「
該
羅
」
と
は
、
嘉
祥
云
く
、
「
該
こ
れ
及
、
羅
こ
れ
言
摂
な
り
。
」

二
に
結
益

諸
求
往
生
止

為
往
生
業

（
も
ろ
も
ろ
の
往
生
を
求
む
る
人
、
た
と
ひ
余
行
な
し
と
い
へ
ど
も
、
深
信
因
果
を
も
つ

て
往
生
の
業
と
な
す
べ
し
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

八
に
読
誦
大
乗
に
二
。
初
に
標
列
、
二
に
解
釈
。
今
は
初
。

読
誦
大
乗
止

種
法
行
也

（
「
読
誦
大
乗
」
と
は
、
分
ち
て
二
と
な
す
。
一
は
読
誦
、
二
は
大
乗
な
り
。
「
読
誦
」

と
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
五
種
法
師
の
な
か
、
転
読
・
諷
誦
の
二
師
を
挙
げ
て
、
受
持
等
の

三
師
を
顕
す
。
も
し
十
種
法
行
に
約
せ
ば
、
す
な
は
ち
こ
れ
披
読
・
諷
誦
の
二
種
の
法
行

を
挙
げ
て
、
書
写
・
供
養
等
の
八
種
法
行
を
顕
す
な
り
。
）

「
五
種
」
等
と
は
、
妙
句
八
に
法
師
功
徳
品
を
釈
し
て
云
く
、
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こ
の
品
の
五
種
法
師
と
は
、
一
に
受
持
、
二
に
読
、
三
に
誦
、
四
に
解
説
、
五
書
写
。

大
論
に
は
六
種
法
師
を
明
す
。
信
力
故
に
受
、
念
力
故
に
持
。
文
を
看
る
を
読
と
為

す
。
忘
れ
ず
を
誦
と
な
す
。
宣
伝
を
説
と
な
す
。
聖
人
の
経
書
の
解
し
難
き
を
解
と

す
べ
し
。
六
種
法
師
を
釈
す
る
に
、
今
経
は
受
持
を
合
し
て
一
と
為
す
。
解
説
を
合

し
て
一
と
為
す
。
読
誦
を
開
き
て
二
と
な
す
。
書
写
を
足
し
て
五
と
な
す
。
（
已
上
）

(

大
正
三
四
・
一
〇
八
上)

今
は
す
な
わ
ち
二
を
挙
げ
て
三
を
摂
す
る
も
の
な
り
。

「
十
種
」
等
と
は
、
勝
天
王
般
若
第
七
（
十
三
丁
）
付
属
品
に
云
く
、

仏
阿
難
に
告
げ
て
言
く
、
「
こ
の
修
多
羅
を
受
持
す
る
に
十
種
の
法
あ
り
。
何
（
※

原
文
：
何
等
）

を
十
と
な
す
。
一
は
書
写
、
二
は
供
養
、
三
は
流
伝
、
四
は
諦
聴
、

五
は
自
読
、
六
は
憶
持
、
七
は
広
説
、
八
は
口
誦
、
九
は
思
惟
、
十
は
修
行
。

（
大
正
八
・
七
二
五
上
）

ま
た
弁
中
辺
論
下
に
無
上
乗
品
を
弁
じ
て
云
く
（
世
親
造
、
玄
奘
訳
）
、

こ
の
大
乗
に
お
い
て
十
の
法
行
あ
り
。
一
に
書
写
、
二
に
供
養
、
三
に
施
（
※
原
本

：
施
他
）
、
四
に
若
他
読
誦
（
※
原
本
：
若
他
誦
読
）
、
專
心
諦
聴
、
五
に
自
披
読
（
※

原
本
：
披
読
）
、
六
に
受
持
、
七
に
正
し
く
他
の
た
め
に
文
義
を
開
演
す
、
八
に
諷

誦
、
九
に
思
惟
、
十
に[

493b
]

修
習
等
（
原
本
：
修
習
行
）
。

（
大
正
三
一
・
四
七
四
中
）

二
に
大
乗
に
三
。
初
に
名
義
、
二
に
所
指
の
広
を
明
か
す
、
三
に
往
益
を
成
す
を
明

か
す
。
今
は
初
。

大
乗
者
簡
小
乗
之
言
也

（
「
大
乗
」
と
は
、
小
乗
を
簡
ぶ
言
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
所
指
の
広
を
明
か
す
に
二
。
初
に
総
明
、
二
に
別
明
。
今
は
初
。
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別
非
指
一
止

諸
大
乗
経

（
別
し
て
一
経
を
指
す
に
あ
ら
ず
。
通
じ
て
一
切
の
諸
大
乗
経
を
指
す
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
別
明
に
三
。
初
に
結
未
結
を
明
か
す
。
二
に
未
流
布
を
明
か
す
。
三
に
已
流
布

を
明
か
す
。
今
は
初
。

而
於
一
代
止

未
結
集
経

（
い
は
く
一
切
と
は
、
仏
意
広
く
一
代
所
説
の
諸
大
乗
経
を
指
す
。
し
か
も
一
代
の
所
説

に
お
い
て
、
已
結
集
の
経
あ
り
。
未
結
集
の
経
あ
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
未
流
布
を
明
か
す
。

又
於
已
結
止

漢
地
之
経

（
ま
た
已
結
集
の
経
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
竜
宮
に
隠
れ
て
人
間
に
流
布
せ
ざ
る
経
あ
り
。

あ
る
い
は
天
竺
（
印
度
）
に
留
ま
り
て
、
い
ま
だ
漢
地
（
中
国
）
に
来
到
せ
ざ
る
経
あ
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

『
探
玄
記
』
一
（
五
十
八
紙
）
に
云
く
、

第
八
部
類
伝
訳
と
は
、
ま
た
十
義
あ
り
。
一
に
恒
本
、
二
に
大
本
、
三
に
上
本
、
四

に
中
本
、
五
に
下
本
、
六
に
略
本
、
七
に
論
釈
、
八
に
翻
訳
、
九
に
支
流
、
十
に
感

応
。初

に
恒
本
と
は
、
下
の
不
思
議
品
に
云
く
、
一
切
法
界
虚
空
界
等
の
世
界
、
悉
く

一
毛
を
も
っ
て
周
遍
度
量
し
、
一
一
毛
の
端
処
、
処
々
中
に
お
い
て
不
可
説
微
塵
数

の
等
身
、
尽
未
来
際
劫
に
常
に
法
輪
を
転
ず
。
解
し
て
云
く
、
こ
れ
樹
形
等
の
異
類

世
界
に
通
じ
て
毛
端
処
と
名
く
。
念
々
常
説
し
休
息
あ
る
こ
と
な
し
。
こ
れ
結
集
す

べ
き
に
あ
ら
ず
。[

494a
]

そ
の
品
類
多
少
に
限
る
べ
か
ら
ず
。
ま
た
下
位
の
よ
く
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受
持
す
る
所
に
あ
ら
ず
。

二
に
大
本
と
は
、
下
の
海
雲
比
丘
所
の
受
持
し
た
る
普
賢
経
の
ご
と
し
。
須
弥
山

の
聚
筆
・
四
大
海
の
水
墨
を
も
っ
て
書
す
。
一
品
の
修
多
羅
窮
尽
す
べ
か
ら
ず
。
如

是
等
の
品
、
ま
た
塵
数
を
過
ぐ
。
こ
れ
は
こ
れ
諸
大
菩
薩
陀
羅
尼
力
の
受
持
す
る
所
、

ま
た
貝
葉
の
よ
く
記
せ
ら
れ
る
所
に
あ
ら
ず
。

三
に
上
本
と
は
、
こ
れ
は
こ
れ
結
集
文
中
の
上
本
な
り
。
西
域
の
相
伝
に
は
、
龍

樹
菩
薩
が
龍
宮
に
往
き
て
、
大
不
思
議
解
脱
経
を
見
る
。
三
本
あ
り
。
上
本
は
十
三

千
大
千
世
界
身
塵
数
頌
、
四
天
下
微
塵
数
品
に
あ
り
。

四
に
中
品
（
※
原
本
：
本
）

と
は
、
四
十
九
万
八
千
八
百
偈
、
一
千
二
百
品
に
あ

り
。
こ
れ
上
の
二
本
と
並
ん
で
秘
か
に
龍
宮
に
あ
り
。
閻
浮
提
の
人
力
の
受
持
す
る

所
に
あ
ら
ず
。
故
に
こ
れ
伝
わ
ら
ず
。

五
に
下
本
と
は
、
十
万
頌
三
十
八
品
に
あ
り
。
龍
樹
は
こ
の
本
を
将
い
て
出
現
し

天
竺
に
伝
う
。
す
な
わ
ち
論
百
千
を
摂
し
十
万
と
な
す
な
り
。
西
域
記
に
説
く
、
于

闐
国
南
遮
倶
槃
国
の
山
中
に
あ
り
て
、
具
さ
に
こ
の
本
あ
り
。

六
に
略
本
と
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
土
の
伝
え
る
所
の
六
十
巻
本
、
こ
れ
十
万
頌
中

の
前
分
、
三
万
六
千
頌
の
要
略
を
出
す
所
、
近
く
は
大
慈
恩
寺
の
搭
上
に
お
い
て
、

梵
本
華
厳
三
部
あ
る
を
見
る
。
略
勘
な
ら
び
に
こ
の
漢
本
と
大
い
に
同
じ
。
頌
数
ま

た
相
似
に
等
し
。
今
ま
た
准
じ
て
会
す
。

（
華
厳
経
探
玄
記
、
大
正
三
五
・
一
二
二
中
）

三
に
已
流
布
を
明
か
す
。

而
今
就
翻
止

乗
之
一
句

（
し
か
る
に
い
ま
翻
訳
将
来
の
経
に
つ
き
て
こ
れ
を
論
ぜ
ば
、
『
貞
元
の
入
蔵
の
録
』
の

な
か
に
、
『
大
般
若
経
』
六
百
巻
よ
り
始
め
て
『
法
常
住
経
』
に
終
る
ま
で
、
顕
密
の
大

乗
経
す
べ
て
六
百
三
十
七
部
二
千
八
百
八
十
三
巻
な
り
。
み
な
す
べ
か
ら
く
「
読
誦
大
乗
」

の
一
句
に
摂
す
べ
し
。
）

「
貞
元
」
等
と
は
、
『
貞
元
新
釈
教
目
録
』
三
十
巻
、
西
明
寺
沙
門
円
照
の
撰
な
り
（
近

来
肆
刊
）
。
か
の
録
第
二
十
九[

494b
]

（
初
）
に
云
く
、

大
乗
入
蔵
録
上
、
大
乗
経
は
六
百
三
十
七
部
三
千
六
百
十
三
巻
、
二
百
一
十
四
帙
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今
、
「
八
百
」
と
作
す
は
恐
ら
く
は
写
誤
か
。

三
に
往
益
を
成
す
を
明
か
す
に
二
。
初
に
正
明
、
二
に
問
答
。
今
は
初
。

願
西
方
行
止

寿
経
意
也

（
願
は
く
は
西
方
の
行
者
、
お
の
お
の
そ
の
意
楽
に
随
ひ
て
、
あ
る
い
は
『
法
華
』
を
読

誦
し
て
も
つ
て
往
生
の
業
と
な
し
、
あ
る
い
は
『
華
厳
』
を
読
誦
し
て
も
つ
て
往
生
の
業

と
な
し
、
あ
る
い
は
『
遮
那
』
・
『
教
王
』
お
よ
び
諸
尊
の
法
等
を
受
持
し
読
誦
し
て
も

つ
て
往
生
の
業
と
な
し
、
あ
る
い
は
「
般
若
」
・
方
等
お
よ
び
『
涅
槃
経
』
等
を
解
説
し
、

書
写
し
て
も
つ
て
往
生
の
業
と
な
せ
。
こ
れ
す
な
は
ち
浄
土
宗
の
『
観
無
量
寿
経
』
の
意

な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
問
答
に
二
。
初
に
密
家
の
難
に
通
ず
。
二
に
台
家
の
難
に
通
ず
。
今
は
初
。

問
曰
顕
密
止

乗
一
句
也

（

問
ひ
て
い
は
く
、
顕
密
の
旨
異
な
り
、
な
ん
ぞ
顕
の
な
か
に
密
を
摂
す
る
や
。
答
へ

て
い
は
く
、
こ
れ
は
顕
密
の
旨
を
摂
せ
ん
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
『
貞
元
入
蔵
録
』
の
な

か
に
、
同
じ
く
こ
れ
を
編
み
て
大
乗
経
の
限
り
に
入
る
。
ゆ
ゑ
に
「
読
誦
大
乗
」
の
一
句

に
摂
す
る
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
台
家
の
難
に
通
ず
。

問
曰
爾
前
止

大
乗
経
也

（

問
ひ
て
い
は
く
、
爾
前
の
経
の
な
か
に
な
ん
ぞ
『
法
華
』
を
摂
す
る
や
。
答
へ
て
い

は
く
、
い
ま
い
ふ
と
こ
ろ
の
「
摂
」
と
は
、
権
・
実
・
偏
・
円
等
の
義
を
論
ず
る
に
は
あ

ら
ず
。
「
読
誦
大
乗
」
の
言
、
あ
ま
ね
く
前
後
の
大
乗
諸
経
に
通
ず
。
前
と
は
『
観
経
』

以
前
の
諸
大
乗
経
こ
れ
な
り
。
後
と
は
王
宮
以
後
の
諸
大
乗
経
こ
れ
な
り
。
た
だ
大
乗
と
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い
ひ
て
権
実
を
選
ぶ
こ
と
な
し
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
ま
さ
し
く
『
華
厳
』
・
方
等
・
「
般

若
」
・
『
法
華
』
・
『
涅
槃
』
等
の
諸
大
乗
経
に
当
れ
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

九
に
行
者
を
勧
進
す
。

勧
進
行
者
止

三
昧
等
也

（
「
勧
進
行
者
」
と
は
、
い
は
く
定
散
諸
善
お
よ
び
念
仏
三
昧
等
を
勧
進
す
る
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
九
品
に
二
。
初
に
標
、
二
に
釈
。
今
は
初
。

次
九
品
者
止

為
九
品
業

（

次
に
九
品
と
は
、
前
の
三
福
を
開
し
て
九
品
の
業
と
な
す
。
）

正
因
正
業
は
上
の
已
釈
の
ご
と
し
。

二
に
釈
に
九
。
初
に
上
上
品
（
乃
至
）
九
に
下
下
品
。
今
は
初
。

謂
上
品
上
止

句
之
意
也

（
い
は
く
上
品
上
生
の
な
か
に
「
慈
心
不
殺
」
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
上
の
世
福
の
な
か

の
第
三
の
句
に
当
る
。
次
に
「
具
諸
戒
行
」
と
は
、
す
な
は
ち
上
の
戒
福
の
な
か
の
第
二

の
句
の
「
具
足
衆
戒
」
に
当
る
。
次
に
「
読
誦
大
乗
」
と
は
、
す
な
は
ち
上
の
行
福
の
な

か
の
第
三
の
句
の
「
読
誦
大
乗
」
に
当
る
。
次
に
「
修
行
六
念
」
と
は
、
す
な
は
ち
上
の

第
三
の
福
の
な
か
の
第
三
の
句
の
意
な
り
。
）

「
慈
心
」
等
の
三
は
、
当
文
に
的
当
す
。
故
に
「
即
当
」
と
云
う
。

「
修
行
六
念
」
の
文
は
的
当
せ
ず
。
故
に
「
意
」
と
云
う
な
り
。

[
495a

]

二
に
上
中
品
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上
品
中
生
止

第
三
意
也

（
上
品
中
生
の
な
か
に
「
善
解
義
趣
」
等
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
上
の
第
三
福
の
な

か
の
第
二
・
第
三
の
意
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

三
に
上
下
品

上
品
下
生
止

第
二
意
也

（
上
品
下
生
の
な
か
に
「
深
信
因
果
発
道
心
」
等
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
上
の
第
三

の
福
の
第
一
・
第
二
の
意
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

四
に
中
上
品

中
品
上
生
止

二
句
意
也

（
中
品
上
生
の
な
か
に
「
受
持
五
戒
」
等
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
上
の
第
二
の
福
の
な
か

の
第
二
の
句
の
意
な
り
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

五
に
中
中
品

中
品
中
生
止

福
之
意
也

（
中
品
中
生
の
な
か
に
「
或
一
日
一
夜
受
持
八
戒
斎
」
等
と
い
ふ
は
、
ま
た
同
じ
く
上
の

第
二
の
福
の
意
な
り
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

六
に
中
下
品
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中
品
下
生
止

二
句
意
也

（
中
品
下
生
の
な
か
に
「
孝
養
父
母
行
世
仁
慈
」
等
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
上
の
初
め
の

福
の
第
一
・
第
二
の
句
の
意
な
り
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

七
に
下
上
品

下
品
上
生
止

罪
滅
得
生

（
下
品
上
生
は
、
こ
れ
十
悪
の
罪
人
な
り
。
臨
終
の
一
念
に
罪
滅
し
て
生
ず
る
こ
と
を
得
。
）

以
下
三
品
、
三
福
無
分
。
造
罪
の
軽
重
を
も
っ
て
差
別
を
弁
ず
。
今
す
な
わ
ち
軽
罪
。

八
に
下
中
品

下
品
中
生
止

罪
滅
得
生

（
下
品
中
生
は
、
こ
れ
破
戒
の
罪
人
な
り
。
臨
終
に
仏
の
依
正
の
功
徳
を
聞
き
て
、
罪
滅

し
て
生
ず
る
こ
と
を
得
。
）

問
う
。
疏
に
云
く
、
「
罪
人
す
で
に
弥
陀
の
名
号
を
聞
き
て
」
（
七
祖
篇
四
九
二
）
と
。

今
何
ぞ
「
仏
の
依
正
功
徳
を
聞
き
て
」
と
云
う
や
。

答
う
。
疏
は
能
具
を
約
し
て
故
に
名
号
と
云
う
。
経
は
所
具
に
約
す
。
故
に
功
徳
と
云

う
。
文
に
云
く
「
た
め
に
阿
弥
陀
仏
の
十
力
威
徳
を
説
き
」
（
註
釈
版
一
一
四
）
等
と
。

今
ま
た[

496b
]

こ
れ
に
依
る
。
例
え
ば
願
は
「
称
我
名
者
」
と
云
い
い
、
成
就
文
は
「
み

な
と
も
に
無
量
寿
仏
の
威
神
功
徳
の
不
可
思
議
な
る
を
讃
歎
し
た
ま
ふ
」（
註
釈
版
四
一
）

等
と
云
う
が
ご
と
し
。
能
所
不
二
、
ま
た
何
ぞ
こ
れ
を
怪
し
む
。
こ
れ
す
な
わ
ち
次
の
罪
。

九
に
下
下
品

下
品
下
生
止

罪
滅
得
生

（
下
品
下
生
は
、
こ
れ
五
逆
の
罪
人
な
り
。
臨
終
の
十
念
に
罪
滅
し
て
生
ず
る
こ
と
を
得
。
）
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こ
れ
す
な
わ
ち
重
罪
。
下
上
の
「
一
念
」
、
下
中
の
「
聞
已
」
、
下
下
の
「
十
念
」
、
た

だ
こ
れ
縁
の
別
に
し
て
、
こ
の
異
あ
る
の
み
。
理
実
互
顕
に
し
て
、
願
に
「
十
念
」
と
云

い
、
経
に
「
一
念
」
と
云
い
、
並
ん
で
「
乃
至
」
の
言
を
置
く
が
故
な
り
。

此
之
三
品
止

大
乗
意
也

（
こ
の
三
品
は
、
尋
常
の
時
た
だ
悪
業
を
造
り
て
往
生
を
求
め
ず
と
い
へ
ど
も
、
臨
終
の

時
は
じ
め
て
善
知
識
に
遇
ひ
て
す
な
は
ち
往
生
を
得
。
も
し
上
の
三
福
に
准
ぜ
ば
、
第
三

福
の
大
乗
の
意
な
り
。
）
（
※
省
略
）

三
に
結
文

定
善
散
善
止

之
益
是
也

（
定
善
・
散
善
大
概
か
く
の
ご
と
し
。
文
（
散
善
義
）
に
、
す
な
は
ち
「
上
よ
り
こ
の
か

た
定
散
両
門
の
益
を
説
く
と
い
へ
ど
も
」
と
い
ふ
こ
れ
な
り
。
）

上
来
の
所
釈
、
所
廃
の
行
、
こ
れ
上
来
の
雖
説
の
大
意
を
広
め
る
も
の
な
り
。
次
下
の

所
立
、
こ
れ
望
仏
の
本
願
の
文
意
を
広
め
る
も
の
な
り
。

二
に
念
仏
に
二
。
初
に
正
し
く
そ
の
体
を
指
す
。
二
に
付
属
の
意
を
明
か
す
。
今
は

初
。

次
念
仏
者
止

仏
義
如
常

（

次
に
念
仏
と
は
、
も
つ
ぱ
ら
弥
陀
仏
の
名
を
称
す
る
こ
れ
な
り
。
念
仏
の
義
常
の
ご

と
し
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
付
属
の
意
を
明
か
す
に
四
。
初
に
正
し
く
そ
の
意
を
明
か
す
。
二
に
諸
行
を
付

属
せ
ざ
る
意
を
明
か
す
。
三
に
而
説
諸
行
の
意
を
明
か
す
。
四
に
遐
代
に
流
通
す
る

を
明
か
す
。
今
は
初
。
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而
今
言
正
止

通
遐
代
也

（
し
か
る
に
い
ま
、
「
正
明
付
属
弥
陀
名
号
流
通
於
遐
代
」
（
同
）
と
い
ふ
は
、
お
ほ
よ

そ
こ
の
『
経
』
（
観
経
）
の
な
か
に
、
す
で
に
広
く
定
散
の
諸
行
を
説
く
と
い
へ
ど
も
、

す
な
は
ち
定
散
を
も
つ
て
阿
難
に
付
属
し
後
世
に
流
通
せ
し
め
ず
。
た
だ
念
仏
三
昧
の
一

行
を
も
つ
て
す
な
は
ち
阿
難
に
付
属
し
遐
代
に
流
通
せ
し
む
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
諸
行
を
付
属
せ
ざ
る
意
を
明
か
す
に
二
。
初
に
難
、
二
に
通
。
初
の
難
に
二
。

初
は
総
難
、
二
に
別
難
。
今
は
初
。

[
496a

]

問
曰
何
故
止

属
流
通
乎

（

問
ひ
て
い
は
く
、
な
ん
の
ゆ
ゑ
ぞ
定
散
の
諸
行
を
も
つ
て
付
属
流
通
せ
ざ
る
や
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
別
難
に
二
。
初
に
浅
深
の
相
望
に
約
す
。
二
に
念
観
の
相
望
に
約
す
。
初
の
浅

深
の
相
望
に
約
す
に
二
。
初
に
散
を
も
っ
て
難
ず
、
二
に
定
を
も
っ
て
難
ず
。
今
は

初
。

若
夫
依
業
止

付
属
深
業

（
も
し
そ
れ
業
の
浅
深
に
よ
り
て
嫌
ひ
て
付
属
せ
ず
は
、
三
福
業
の
な
か
に
浅
あ
り
深
あ

り
。
そ
の
浅
業
は
孝
養
父
母
・
奉
事
師
長
な
り
。
そ
の
深
業
は
具
足
衆
戒
・
発
菩
提
心
・

深
信
因
果
・
読
誦
大
乗
な
り
。
す
べ
か
ら
く
浅
業
を
捨
て
て
、
深
業
を
付
属
す
べ
し
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
定
を
も
っ
て
難
ず

若
依
観
浅
止

付
属
深
観

（
も
し
観
の
浅
深
に
よ
り
て
嫌
ひ
て
付
属
せ
ず
は
、
十
三
観
の
な
か
に
浅
あ
り
深
あ
り
。

そ
の
浅
観
と
い
ふ
は
日
想
・
水
想
こ
れ
な
り
。
そ
の
深
観
と
い
ふ
は
、
地
観
よ
り
始
め
て
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雑
想
に
終
る
ま
で
、
す
べ
て
十
一
観
こ
れ
な
り
。
す
べ
か
ら
く
浅
観
を
捨
て
て
、
深
観
を

付
属
す
べ
し
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

二
に
念
観
の
相
望

就
中
第
九
止

仏
三
昧
哉

（
就
中
第
九
観
は
、
こ
れ
阿
弥
陀
仏
観
な
り
。
す
な
は
ち
こ
れ
観
仏
三
昧
な
り
。
す
べ
か

ら
く
十
二
観
を
捨
て
て
、
観
仏
三
昧
を
付
属
す
べ
し
。
就
中
同
疏
の
「
玄
義
分
」
の
な
か

に
い
は
く
、
「
こ
の
経
は
観
仏
三
昧
を
宗
と
な
し
、
ま
た
は
念
仏
三
昧
を
宗
と
な
す
」
と
。

す
で
に
二
行
を
も
つ
て
一
経
の
宗
と
な
す
。
な
ん
ぞ
観
仏
三
昧
を
廃
し
て
念
仏
三
昧
を
付

属
す
る
や
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

二
に
通
に
三
。
初
に
疏
文
を
挙
げ
て
釈
す
。
二
に
文
意
に
反
顕
す
。
三
に
正
し
く
文

意
を
顕
す
。
今
は
初
。

答
曰
云
望
止

弥
陀
仏
名

（
答
へ
て
い
は
く
、
「
仏
の
本
願
に
望
む
る
に
、
意
、
衆
生
を
し
て
一
向
に
も
つ
ぱ
ら
弥

陀
仏
の
名
を
称
せ
し
む
る
に
あ
り
」
（
散
善
義
）
と
い
ふ
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
文
意
に
反
顕
す
に
二
。
初
に
総
明
、
二
に
別
相
。
今
は
初
。

定
散
諸
行
止

不
付
属
之

（
定
散
の
諸
行
は
本
願
に
あ
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
こ
れ
を
付
属
せ
ず
。
）

総
じ
て
浅
深
の
相
望
の
難
に
答
え
る
な
り
。
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二
に
明
（
※
別
）
相
。

亦
於
其
中
止

以
付
属
之

（
ま
た
そ
の
な
か
に
お
い
て
、
観
仏
三
昧
は
殊
勝
の
行
と
い
へ
ど
も
、
仏
の
本
願
に
あ
ら

ず
。
ゆ
ゑ
に
付
属
せ
ず
。
念
仏
三
昧
は
こ
れ
仏
の
本
願
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
も
つ
て
こ
れ
を

付
属
す
。
）

別
し
て
念
観
の
相
望
の
難
に
答
え
る
な
り
。

三
に
正
し
く
文
意
を
顕
す
に
三
。
初
に
本
願
を
釈
す
。
二
に
一
向
を
釈
す
。
三
に
上

釈
を
指
す
。

[
496b

]

言
望
仏
本
止

具
如
前
弁

（
「
仏
の
本
願
に
望
む
」
と
い
ふ
は
、
『
双
巻
経
』
（
大
経
）
の
四
十
八
願
の
な
か
の
第
十

八
の
願
を
指
す
。
「
一
向
専
称
」
と
い
ふ
は
、
同
経
の
三
輩
の
な
か
の
「
一
向
専
念
」
を

指
す
。
本
願
の
義
、
つ
ぶ
さ
に
前
に
弁
ず
る
が
ご
と
し
。
）

科
を
配
し
て
見
る
べ
し
。

三
に
而
説
諸
行
の
意
を
明
か
す
に
二
。
初
に
問
、
二
に
答
。
今
は
初
。

問
曰
若
爾
止

散
諸
善
乎

（

問
ひ
て
い
は
く
、
も
し
し
か
ら
ば
、
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
た
だ
ち
に
本
願
の
念
仏
の
行
を

説
か
ず
、
煩
は
し
く
本
願
に
あ
ら
ざ
る
定
散
諸
善
を
説
く
や
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
答
に
二
。
初
に
優
劣
を
比
校
す
る
。
二
に
廃
立
義
を
彰
す
。
初
に
優
劣
を
比
校

す
る
に
二
。
初
に
本
願
は
大
本
に
譲
る
。
二
に
定
散
の
説
は
劣
を
顕
す
。
今
は
初
。

答
曰
本
願
止

重
不
説
耳

（
答
へ
て
い
は
く
、
本
願
念
仏
の
行
は
、
『
双
巻
経
』
（
大
経
）
の
な
か
に
委
し
く
す
で
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に
こ
れ
を
説
く
。
ゆ
ゑ
に
か
さ
ね
て
説
か
ざ
る
の
み
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
定
散
の
説
は
劣
を
顕
す
に
二
。
初
は
正
示
、
二
に
引
例

又
説
定
散
止

法
華
第
一

（
ま
た
定
散
を
説
く
こ
と
は
、
念
仏
の
余
善
に
超
過
し
た
る
こ
と
を
顕
さ
ん
が
た
め
な
り
。

も
し
定
散
な
く
は
、
な
ん
ぞ
念
仏
の
こ
と
に
秀
で
た
る
こ
と
を
顕
さ
ん
や
。
例
す
る
に
『
法

華
』
の
三
説
の
上
に
秀
で
た
る
が
ご
と
し
。
も
し
三
説
な
く
は
、
な
ん
ぞ
『
法
華
』
第
一

を
顕
さ
ん
。
）

科
を
配
し
て
解
す
べ
し
。

二
に
廃
立
義
を
彰
す
に
三
。
初
に
総
じ
て
廃
立
を
標
す
。
二
に
廃
立
の
相
を
解
す
。

三
に
廃
立
義
を
結
ぶ
。
今
は
初
。

故
今
定
散
止

為
立
而
説

（
ゆ
ゑ
に
い
ま
定
散
は
廃
せ
ん
が
た
め
に
説
き
、
念
仏
三
昧
は
立
せ
ん
が
た
め
に
説
く
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

二
に
廃
立
の
相
を
解
す
に
二
。
初
に
経
の
所
説
に
約
す
。
二
に
宗
家
の
意
に
約
す
。

初
に
経
の
所
説
に
約
す
に
二
。
初
に
上
を
承
け
て
下
を
起
こ
す
。
二
に
正
し
く
二
善

を
釈
す
。
今
は
初
。

但
定
散
止

用
難
測

（
た
だ
し
定
散
の
諸
善
み
な
も
つ
て
測
り
が
た
し
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
正
し
く
二
善
を
釈
す
に
二
。
初
に
定
善
、
二
に
散
善
。
初
の
定
善
に
四
。
初
に
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総
じ
て
定
善
の
益
を
明
か
す
。
二
に
別
し
て
真
観
の
徳
を
彰
す
。
三
に
勝
れ
ど
も
な

お
付
か
ざ
る
を
明
か
す
。
四
に
世
人
の
迷
執
を
誡
め
る
。
今
は
初
。

[
497a

]

凡
定
善
者
止

修
行
定
観

（
お
ほ
よ
そ
定
善
と
は
、
そ
れ
依
正
の
観
、
鏡
を
懸
け
て
照
臨
す
。
往
生
の
願
、
掌
を
指

し
て
速
疾
な
り
。
あ
る
い
は
一
観
の
力
、
よ
く
多
劫
の
罪

を
祛
く
。
あ
る
い
は
具
憶

の
功
、
つ
ひ
に
三
昧
の
勝
利
を
得
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
往
生
を
求
む
る
人
、
よ
ろ
し
く

定
観
を
修
行
す
べ
し
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
真
観
の
徳
を
彰
す

就
中
第
九
止

最
甚
深
也

（
就
中
第
九
の
真
身
観
は
、
こ
れ
観
仏
三
昧
の
法
な
り
。
行
も
し
成
就
せ
ば
、
す
な
は
ち

弥
陀
の
身
を
見
た
て
ま
つ
る
。
弥
陀
を
見
て
ま
つ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
諸
仏
を
見
た
て
ま
つ
る

こ
と
を
得
。
諸
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
現
前
に
記
を
授
け
ら
る
。
こ
の
観
の
利

益
も
つ
と
も
甚
深
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

三
に
勝
れ
ど
も
な
お
付
か
ざ
る
を
明
か
す
。

然
今
至
観
止

属
之
行
也

（
し
か
る
を
い
ま
『
観
経
』
の
流
通
分
に
至
り
て
、
釈
迦
如
来
、
阿
難
に
告
命
し
て
往
生

の
要
法
を
付
属
流
通
せ
し
む
る
ち
な
み
に
、
観
仏
の
法
を
嫌
ひ
て
な
ほ
阿
難
に
付
属
せ
ず
、

念
仏
の
法
を
選
び
て
す
な
は
ち
も
つ
て
阿
難
に
付
属
し
た
ま
ふ
。
観
仏
三
昧
の
法
、
な
ほ

も
つ
て
付
属
し
た
ま
は
ず
。
い
か
に
い
は
ん
や
日
想
・
水
想
等
の
観
に
お
い
て
を
や
。
し

か
れ
ば
す
な
は
ち
十
三
定
観
は
、
み
な
も
つ
て
付
属
せ
ざ
る
と
こ
ろ
の
行
な
り
。
）

文
意
解
す
べ
し
。
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四
に
世
人
の
迷
執
を
誡
め
る
。

然
世
人
若
止

者
宜
商
量

（
し
か
る
に
世
の
人
、
も
し
観
仏
等
を
楽
ひ
て
念
仏
を
修
せ
ざ
る
は
、
こ
れ
遠
く
弥
陀
の

本
願
を
乖
く
の
み
に
も
あ
ら
ず
、
ま
た
こ
れ
近
く
は
釈
尊
の
付
属
に
違
ふ
。
行
者
よ
ろ
し

く
商
量
す
べ
し
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

二
に
散
善
に
三
。
初
に
四
種
の
行
を
列
す
。
二
に
世
人
の
迷
執
を
示
す
。
三
に
世
人

の
迷
執
を
解
す
。
今
は
初
。

次
散
善
中
止

諸
神
呪

（

次
に
散
善
の
な
か
に
、
大
小
持
戒
の
行
あ
り
。
世
み
な
お
も
へ
ら
く
、
持
戒
の
行
者

は
こ
れ
真
要
に
入
る
な
り
。
破
戒
の
も
の
は
往
生
す
べ
か
ら
ず
と
。
ま
た
菩
提
心
の
行
あ

り
。
人
み
な
お
も
へ
ら
く
、
菩
提
心
は
こ
れ
浄
土
の
綱
要
な
り
。
も
し
菩
提
心
な
く
は
、

す
な
は
ち
往
生
す
べ
か
ら
ず
と
。
ま
た
解
第
一
義
の
行
あ
り
。
こ
れ
は
こ
れ
理
観
な
り
。

人
ま
た
お
も
へ
ら
く
、
理
は
こ
れ
仏
の
源
な
り
。
理
を
離
れ
て
仏
土
を
求
む
べ
か
ら
ず
。

も
し
理
観
な
く
は
、
往
生
す
べ
か
ら
ず
と
。
ま
た
読
誦
大
乗
の
行
あ
り
。
人
み
な
お
も
へ

ら
く
、
大
乗
経
を
読
誦
し
て
す
な
は
ち
往
生
す
べ
し
。
も
し
読
誦
の
行
な
く
は
、
往
生
す

べ
か
ら
ず
と
。
こ
れ
に
つ
き
て
二
あ
り
。
一
に
は
持
経
、
二
に
は
持
呪
な
り
。
持
経
と
は
、

「
般
若
」
・
『
法
華
』
等
の
諸
大
乗
経
を
持
す
る
な
り
。
持
呪
と
は
随
求
・
尊
勝
・
光
明

・
阿
弥
陀
等
の
も
ろ
も
ろ
の
神
呪
を
持
す
る
な
り
。
）

応
の
ご
と
く
領
会
す
。

二
に
世
人
の
迷
執
を
示
す
。

凡
散
善
十
止

殆
抑
念
仏

（
お
ほ
よ
そ
散
善
の
十
一
人
、
み
な
貴
ぶ
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
な
か
に
お
い
て
こ
の
四
箇

の
行
は
、
当
世
の
人
こ
と
に
欲
す
る
と
こ
ろ
の
行
な
り
。
こ
れ
ら
の
行
を
も
つ
て
ほ
と
ほ

と
念
仏
を
抑
ふ
。
）
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文
意
見
る
べ
し
。

三
に
世
人
の
迷
執
を
解
す
。

倩
尋
経
意
止

願
之
故
也

（
つ
ら
つ
ら
経
の
意
を
尋
ぬ
れ
ば
、
こ
の
諸
行
を
も
つ
て
付
属
流
通
せ
ず
。
た
だ
念
仏
の

一
行
を
も
つ
て
、
す
な
は
ち
後
世
に
付
属
流
通
せ
し
む
。
知
る
べ
し
、
釈
尊
の
諸
行
を
付

属
し
た
ま
は
ざ
る
所
以
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
弥
陀
の
本
願
に
あ
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
な
り
。
ま
た

念
仏
を
付
属
す
る
所
以
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
弥
陀
の
本
願
の
ゆ
ゑ
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
宗
家
の
意
に
約
す
。
初
に
正
し
く
宗
意
を
示
す
。
二
に
兼
ね
て
得
失
を
彰
す
。

今
は
初
。

今
又
善
導
止

属
之
行
也

（
い
ま
ま
た
善
導
和
尚
、
諸
行
を
廃
し
て
念
仏
に
帰
す
る
所
以
は
、
す
な
は
ち
弥
陀
の
本

願
た
る
上
、
ま
た
こ
れ
釈
尊
の
付
属
の
行
な
り
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

二
に
兼
ね
て
得
失
を
彰
す
。

[
497b

]

故
知
諸
行
止

豈
唐
捐
哉

（
ゆ
ゑ
に
知
り
ぬ
、
諸
行
は
機
に
あ
ら
ず
時
を
失
す
。
念
仏
往
生
は
機
に
当
り
、
時
を
得

た
り
。
感
応
あ
に
唐
捐
せ
ん
や
。
）

機
に
堪
不
あ
り
。
時
に
応
不
あ
り
。
得
失
歴
然
な
り
。
觸
目
知
る
べ
し
。

三
に
廃
立
の
義
を
結
ぶ
。
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当
知
随
他
止

行
者
応
知

（
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
随
他
の
前
に
は
し
ば
ら
く
定
散
の
門
を
開
く
と
い
へ
ど
も
、
随
自

の
後
に
は
還
り
て
定
散
の
門
を
閉
づ
。
一
た
び
開
き
て
以
後
永
く
閉
ぢ
ざ
る
は
、
た
だ
こ

れ
念
仏
の
一
門
な
り
。
弥
陀
の
本
願
、
釈
尊
の
付
属
、
意
こ
れ
に
あ
り
。
行
者
知
る
べ
し
。
）

「
随
自
」
「
随
他
」
と
は
、
涅
槃
の
三
十
五
（
南
本
三
十
二
）
の
迦
葉
品
に
云
く
、

善
男
子
、
我
の
謂
う
所
の
十
二
部
経
の
ご
と
き
は
、
あ
る
い
は
随
自
意
説
、
あ
る
い

は
随
自
随
他
意
説
な
り
。

ま
た
止
観
三
の
一
（
四
十
八
紙
）
、
ま
た
妙
玄
一
の
一
に
云
く
、

種
々
に
建
立
し
衆
生
を
施
設
す
る
と
い
え
ど
も
、
た
だ
随
他
意
の
語
に
し
て
い
、
仏

の
本
懐
に
あ
ら
ず
。

今
ま
た
准
じ
て
解
す
。

四
に
遐
代
に
流
通
す
る
を
釈
す

亦
此
中
遐
止

歳
之
時
焉

（
ま
た
こ
の
な
か
に
「
遐
代
」
と
は
、
『
双
巻
経
』
（
大
経
）
の
意
に
よ
ら
ば
、
遠
く
末

法
万
年
の
後
の
百
歳
の
時
を
指
す
。
こ
れ
す
な
は
ち
遐
き
を
挙
げ
て
邇
き
を
摂
す
る
な
り
。

し
か
れ
ば
、
法
滅
の
後
な
ほ
も
つ
て
し
か
な
り
。
い
か
に
い
は
ん
や
末
法
を
や
。
末
法
す

で
に
し
か
り
。
い
か
に
い
は
ん
や
正
法
・
像
法
を
や
。
ゆ
ゑ
に
知
り
ぬ
、
念
仏
往
生
の
道

は
正
像
末
の
三
時
、
お
よ
び
法
滅
百
歳
の
時
に
通
ず
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

・
言
葉
の
補
足
説
明
は
、
（
※
～
）

・
言
葉
の
補
筆
は
、[

※
～]

・
引
文
に
省
略
が
あ
る
場
合
は
、
（
※
省
略
：
～
）
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・
引
文
が
原
本
と
異
な
る
場
合
、
（
※
原
本
：
～
）

・
省
略
記
号

真
聖
全
：
真
宗
聖
教
全
書

註
釈
版
：
浄
土
真
宗
聖
典
註
釈
版

浄
真
全
：
浄
土
真
宗
全
書

大
正
：
大
正
新
脩
大
蔵
経

【
科
段
⑧
（
随
文
釈
）
】

十
二
に
付
属
章

標
章

引
文

経疏
文

私
釈

標
列

解
釈

定
散

標
列

解
釈

定
善

十
三
観

そ
の
益
相
を
明
か
す

散
善

標
列

解
釈

三
福

経
文
を
挙
ぐ

文
に
随
い
て
解
す

孝
養
父
母
等

正
釈

孝
養
父
母

標
列
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解
釈

奉
事
師
長

標
列

解
釈

結
益

慈
（
悲
）
心
不
殺
等

標
列

解
釈

開
に
約
す

四
無
量

結
益

十
善
業

合
に
約
す

正
釈

結
益

受
持
三
帰

標列

具
足
衆
戒

標列

不
犯
威
儀

標列

発
菩
提
心

正
釈

諸
家
を
挙
ぐ

総
じ
て
不
同
を
標
す

別
し
て
五
家
を
列
す

天
台

真
言

華
厳

三
論
法
相
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宗
家
を
示
す

通
勧

結
益

深
信
因
果

標
釈

標
列

略
釈

広
釈

標釈

総
釈
（
総
結
）

結
益

読
誦
大
乗

標
列

解
釈
（
大
乗
）

名
義

所
指
の
広
を
明
か
す

総
明

別
明

結
未
結
を
明
か
す

未
流
布
を
明
か
す

已
流
布
を
明
か
す

往
益
を
成
す
を
明
か
す

正
明

問
答

密
家
の
難
に
通
ず

台
家
の
難
に
通
ず

勧
進
行
者

九
品

標釈

上
上
品

上
中
品
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上
下
品

中
上
品

中
中
品

中
下
品

下
上
品

下
中
品

下
下
品

結
文

念
仏

正
し
く
そ
の
体
を
指
す

付
属
の
意
を
明
か
す

正
し
く
そ
の
意
を
明
か
す

諸
行
に
付
属
せ
ざ
る
意
を
明
か
す

難

総
難

別
難

浅
深
の
相
望
に
約
す

散
を
も
っ
て
難
と
す

定
を
も
っ
て
難
と
す

念
観
の
相
望
に
約
す

通

疏
文
を
挙
げ
て
釈
す

文
意
を
反
顕
す

総
明

別
相

正
し
く
文
意
を
顕
す

本
願
を
釈
す

一
向
を
釈
す

上
釈
を
指
す

而
説
諸
行
の
意
を
明
か
す

問答

優
劣
を
比
校
す
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本
願
は
大
本
に
譲
る

定
散
は
の
説
は
劣
を
顕
す

正
示

引
例

廃
立
の
義
を
彰
す

総
じ
て
廃
立
を
標
す

廃
立
の
相
を
解
す

経
の
所
説
に
約
す

上
を
挙
げ
て
下
を
起
こ
す

正
し
く
二
善
を
釈
す

定
善

総
じ
て
定
善
の
益
を
明
か
す

別
し
て
真
観
の
徳
を
彰
す

勝
れ
ど
も
猶
の

付
か
ざ
る
を
明

か
す

世
人
の
迷
執
を
誡
め
る

散
善

四
種
の
行
を
列
す

宗
家
の
意
に
約
す

正
し
く
宗
意
を
示
す

兼
ね
て
得
失
を
彰
す

廃
立
の
義
を
結
す

遐
代
に
流
通
す
る
を
明
か
す


